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の

範

疇

に

就

い

て
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い

、

 

七
六

(

ニ 
ニ

九

〇

〕

の
變
動
を
外
部
的
與
件(

例
ノ
人
ロ
、
地

爵

環

境

、
社

會

龃

蹲

生

産

技

術

等

ふ

に
.
よ
f

の
と
し
て
研
究
し
て
ゐ
る， o

シ,

 

ン
ぺ
丨
タ
丨
の
如
き
は
、
明
か
に
次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
。「

カ
學
の
諸
法
則
は
、：|

諸
物
體
が
霉
か
の
力
の
影
f

よ

？

如
何 

I

学

.る
か
を
f

 

I

る
が
、別
に
こ
の
後
諸
®

、力)

の
本
質
は
.
硏
究
I

、
そ
し
て
ヵ
學
は
、
斯
か
る
ヵ
が
何
等
挈
ぢ
そ 

れ
篇
作
相
し
な
ぃ
場
合
に
?

：
巧

f

 

5

碥

も

な

く

、
又
何
等
新
た
な
ヵ
學
的
性
質
I

f

生
み
出
さ
ざ
る
こ
と
か
ら
出
發
す 

,

る
々
く 

.

f

i

t

,

.
外
部
か
ら
與
へ
ち
れ
た
條
件
の
影
響
に
よ
つ
て
經
濟
が
如
何
に
構
成
さ
れ
る
か
、
そ
し
て&

か
る
條
件
の 

外
f

ら

來

る

麗
i

し
|
£
何

論

濟

は

習

す

る

か
S

い
て
形
式
的
法
則
を
吾
々
に
與
へ
る
の
で
t

、

從
っ
て
妻
純
粹 

猶
濟
學
は
斯
か
る
見
解
よ
り
し
て
、『

經
濟
の
內
的
發
展』

|

に
杣
象
す
る
の
で
：あ
る
。」

.と
。
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斯

く

て

數

麗

霞
f

、
.純
粹
經
濟
學
の
對
象
を
經
濟
的
均
衡
理
論
に
服

り

、

そ
れ
を
力
f

せ
ん
と 

す
る
限
り
.

盡

物

Q

銃

1
(

唐

力

と

生

廳

係

と

の

；矛

盾

的

銃

一

)

に
よ
る
經
濟
I

f

.

己
發
倭
硏
究
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
i

 

•
一
力
.耍
て
密
濟
學
を
獨
立
科
學
た
ち
む
.
め
ん
と
す
る
彼
等
の
企
證
^
-
却
っ
て
反
對
の
繁
を
來
す
し
、
也
方
に
於
，て
、
吾
々
の 

っ
て
最
も
必
要
な
舞
現
象
I

己
8

の
法
則
I

究
I

.

る
所
め
そ
の
理
論
雪
は
、
震
に
對
し
最
晃
少
き
、

I

 

全

く

寄

现

す

る

乃

な

.き

理

論

^

な

ら

ざ

る

を
# -

ぬ

。

は
の
機
械

I

議

の

篇

を

f

美

に

、

量

の

靡

に

關

す
る
f

l

。
，
慮

」

の

範

英

_
.
自

由

主

義

の

終

焉

'

濱

.

，
田

恒

.

一
：

：

- 

'
. 

. 

.

十

月1

一
十
旧
附m

京

朝

！！
！
‘新

聞

夕

，刊

は

：

「

特

諶

關

税

に

た

ょ

り

'自
出
贸
易
を
解
消」

"
と
.題
し
て
、
ォ
ッ
タ

ヮ

會

議

、の

結

报

、

各
地

に 

於
い
て
行
は
れ
た
る
關
税
の
引
上
げ
を
論
じ
て
ゐ
る
。」

ヶ
1

I-
1
U
の
讀
w

rr
l

聞

は「

擧

國

一

致

內

閣

，の

分

裂

を

贿

し

て

、

傅

棘

.
の
I

 

M

為
主
義
を
放
棄
し」

云
々
と
^

じ
た
。
英
國
の
保
謹
击
義
傾
向
は
&

し
て
#

近

の

琪

で

は

，な

ぃ

.が

、
併

し

保

謹

^

雜

は

從

來

選

擧

戰 

で
は
不
利
な
主
義
で
ぁ
っ
た「

傅
蔽
の
自
由
击
義
は
深
く
极
ざ
し
て
ゐ
た
。
併
し
近
時
の
英
國
殊
に
大
戰
後
の
英
國
經
濟
の
客
觀
的
鄯 

貧
は
、
旣
に
自
}:
1

1

生
義
に
不
適
合
激
，も
の
と
；な
.つ
.て
ゐ
た
。
興
*

見
る
如
く
、.
其
曝
で
：も
事
實
ほ
ィ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
先
行
し
た
。
や
が 

て
ィ
デ
ォa

ギ

ー

も

そ

の

背

景

：の
變
化
に
，適

合

せ

ざ

：る

を

得

な

く

な

つ

た

。

併

し

最

勒

，の
，自

Ff
i

m

義
W

は
亦
最
後
の
^

11
1

主
義
國
で
も 

:
ぁ

づ

太

。

へ
一
九
三
〇
年
の
湖
税
平
和

#

議
に
於
5

て
、
關
税
平
和
を
唱
け
る
各
國
.の
.
中

、
，
此

の

中

：で

.も

左

様

に

輿

っ

免

ゐ

.た
も
め
は
、

,

英
國
だ
け
だ
.つ
た
。
併
し
そ
の
英
.1
1

も
->
自
B

の
欲
す
る
と
否
と
に
拘
ら
ヰ
、
事
實
は
酿
に
保
護
组
義
，の
國
^

な
.つ
，
て

ゐ

た

。

此

の

，
一

‘
 

文
は
、
自
出
主
義
■の
宗
家
た
.る
英
國
が
、
_

成
激
の
沒
落
に
見
る
如
く
、：
鞔
近
：..に
至
つ
て
、'
遂
に
永
年
め
傳
統
を
放
棄
し
：で
保
護
生
義 

へ
㈣

ぬ
し
、
#

i

m

障
壁
の
一
㈣

を
^

^

す
る
に
茧
れ
る
徑
路
を
.、；：

概
說
す
る
こ
と
を
^

的

と

す

，
る
.。
、論
^

の
順
)̂

ぶ
し
て
构
出
主 

_

<o

勃
興
を
要
說
し
や
ラ 
o
. 

. 

:
 

‘
，
 

：
:

:

v

,」

.
'
'
.
'
,
.
' 

'
.

て

“

：
.
'
'
、

v

‘ 

'

,

•

.

'■

.

'

:'
:
;
:近
'#

的

な
:̂

生
活
|

は
中
世
的
社
會
組
織
の
3

^

杧
始
る
,0

へ
そ
.
の
頂
點
を
な
す
も
.
の
は
、：
ア
ダ
ム
'6
'
ス
：、、，_ス
め
自
塵
義
；が
最
も

七

七

G

S

九
：

1
)
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臭

.1

1

1
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I

 

含

徹
底
的
に
：實
踐
化
さ
れ
た
：る
第
十
九
世
紀
前
带
の
荚
國
經
濟
生
活
で
あ
る
；P

マ

ー

ヵ

^

チ

リ

ズ

ム

、
は

こ
の
發
端

と

.極盛
0
過

渡

時

でょ 

S

す
る
も
の
で
|

。
人
は
繼

-{

ァ
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
が「

國
富
論」

の
第
四
編
に
於
け
る
論
述
に
f

れ
て
、
■

主
義
と
r

l

贸 

M

g

M

J
 

:と
め
對
立
的
一
而
の
み
を
觀
察
し
、
.
以
て
兩
者
を
水
炭
相
容
れ
ざ
る
も
の
、
如
く
に
信
ず
る
？
若
し
：菩
.等
の
視
野
を
近
；
^
 

r
rの 

み
以
る
な
^

ば
正
に
兩
客
の
樂
立
的
仰
而
は
賴
出
す
る
.
に
至
り
、
從
つ
て
前
述
.
の
如
き
見
解
を
.
梅
き
、
自
由
貿
易
論
を
以
て
：重
商
书 

蒙

汉

.動

的

思

想

と

S

す
に
至
る
ば
-

一
應
_
然
で
あ
る
。
然
る
に
視
野
宴
し
.ぐ
獷
大
し
、
；中
世
的
坐
活
と
重
商
主
義
時
尤
の
ヒ 

f

を
對
比
す
る
な
ら
ば
、
.
後
f

'

f

し
く 
I

な
f

.

見
出
す
で
あ
ら
ぅ
o

'

こ
.

、
に
於
い
て
^

 ̂

そ 

の

「

嵐

」

.
さ
に
葉
し
き
僵
の
存
す
る
に
關
ら
ず
、.
勸
中
世
的
見
地
ょ
り
言
へ
ば
、，
同
じ
自
崖
義
の
流
れ
に
禅
さ
す
も
の
.で
あ 

る
こ
^

を
知
り
、
21

商
主
義
の
眞
義
は
却
つ
て
^
1
1出
主
義
の
先
驅
た
る
に
存
す
る
.
こ
.
と
_
を
扣
る
0
.

现
商
主
義
の
杓
容
そ
の
も
の
、
檢
討
は
疋
し
く
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
.
0 

;

英
®

に
於
け
る
貨
幣
經
濟
の
發
建
は
、
そ
の
裏
に
於
い
て
は
、
早
く
も
第
十
二
世
紀
嚴
起
し
た
P

第
十
一
世
紀
の
後
ド
に
I

I
 

し
始
め
た
る
商
人
ギ•

ル
ド
は
第
十一

一
世
紀
中
に
は
英
國
の
總
てQ
大
都
#

に
勃
興
し
たc

併
し
乍
ら
、
第
十
三
世
紀

の
中
頃
に
至
る
ま 

で
.
.
英

蔭
.<
/
-
梦
聆_

I

羊

毛

羊

皮

、
菜
皮
、
錫
及
び
鈴
I

の
輸
出
は
殆
ん
ど
全
部
外
國
商
人
の
手
に
在
つ
.

たc

然
る
に
こ
の
頃
に 

菩
人
は
英
國
の
產
物
を
外
國
市
場
に
輸
出
す
る
英
國
商
人
の
團
體
の
發
生
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
出
來
るO

ス
テ
ヱ
ブ
ル
と
し
て
沿
ら

，

o

 

て
ゐ
る
組
織
が
始
め
て
發
坐
し
た
の
は
、
當
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ス
テ
：

H

ブ
ル
は
各
所
に
移
さ
れ
た
後
リ
チ
ヤ
？

.
i

'

.の
P

頃
、

k
 

久
に
ヵ
レ
エ
に
置
か
れ
る
こ
と
、
な
つ
た
。

英

國

は

そ

の

國

内

に

金

銀

を

產

出

す

べ

き

酿

坑

美

し

な

い

。
然

も

貨

幣

經

濟

の

發

達

は

貨

齡

の

必
f

感
ぜ
し
む
る
こ
と
太
で
あ 

る

穸

ら

は

负

何

に

し

て

遂

姆

は

之

を

獲

得

し

之

を

保

持

す

べ

き
^o

と
の
問
題
に
對
す
る
最
初
の
實
踐
的
答
®

を
な
'す

も
の
は
、
取

引
平
衡
の
制
度
.
で
あ
，つ
た
。
即
ち
國
家
は
詛
要
輸
出
品
の
凡
ゅ
る
取
-0
|

に
干
涉
し
，、
.之
を
し
.
て
直
接
地
金
銀
を
强
制
的
に
誘
入
せ
し
め
、 

且

.，つ
一

度

得

：た
る
金
銀
は
#

び
之
を
國
外
に
逸
出
す
る
こ
と
な
か
ら
し
め
む
と
す
る
法
制
で
あ
る
。■

ー
牛
三
百
八
十I

苹
前
記
リ
チ
ャ 

ア
ド
二
世
は
金
銀
の
輸
出
を
禁
じ
、.
外
國
人
の
輸
入
せ
る
貨
物
の
價
値
の
一
半(

後
1€

は
全
部)

は
、
必
ず
英
國
輸
出
品
の
購
入
に
踩 

さ
る
べ
き
.
を
規
定
し
た
o
. 

— 

:

.

然
る
-
に
ヴ
ア
.

ス
コ
.

ダ
，
ガ
.マ
及
び
グ
リ
ス
ト
フ
オ
ロ
。
コ
口
ム
ポ
オ
等
.
の
：航
海
は
遂
に
通
.商
問
題
を
經
濟
問
題
中
の
首
位
に
押
進
め 

た
。
貨
幣
取
得
の
問
題
は
益
*

重
要
化
し
た
。
而
し
て
之
が
方
法
如
何
に
關
し
て
議
論
は
ニ
つ
に
分
れ
た
。

一
は
自
國
内
に
誘
入
せ
ら
.
 

れ
、.
自
.國
外
に
逸
出
す
る
貴
金
屬
そ
の
も
の
、
移
動
を
、
直
接
に
法
意
せ
ん
と
.
す
る
も
の
で
あ
り
.
、
他
は
財
貨
の
輸
出
入
管
理
に
よ
り
'
 

て
間
接
に
之
を
仅
得
せ
ん
と
す
る
も
の
.
で
あ
る
。
前
者
を
採
る
も
の
は十：！

き
地
金
論
者
で
あ
り
、
後
客
を
撰
ぶ
も
の
は
新
た
な
る
マ
ー 

力
シ
チ
リ
ス
ト
で
あ
つ
た
？

，

—

第
十
六
.世
紀
：は
何
地
金
主
_

的
政
策
の
支
配
す
る
.と
こ
ろ
で
あ
つ

た

。第
十
六
世
紀
の
末
年
を
以
て
、
菜
印
度
貿
易
會
社
は
そ
の
免 

許
^

を
得
た
Q
,
英
國
商
業
資
本
主
義
は
そ
の
極
盛
時
に
入
ら
ん
と
し
つ
、
あ
.つ
.
た
。
當
時
取
印
度
貿
易
に
加
へ
ら
れ
た
る
非
雛
の
一
は
、
 

同
貿
易
の
發
生
以
來
.

不
必
要
品
の
輸
入
に
よ
つ
て
、
英
國
€>

鑄
貨
及
地
金
銀
が
流
3

1

し
去
る
と
ぃ
ふ
に
注
つ
.た
。.
同

會

社

の

.通
役
に 

し

て

：マ
ー
ヵ
'
シ

，チ

リ

ス

ト

の

プ

リ

.
ン

ス

と

稱'せ

ら

れ

た.る
.ト1,
-

'
マ
ス•
マ
ン.
は

.、
一
千
六
百
一

1

十
一
年「

貿
易
論」

を
以
て
、
之
等
の
非 

難
に
應
へ
た
。
そ
の
要
旨
.は
東
印
庇
會
社
が
苹
々
國
外
に
輸
出
す
る
金
は
、' 
遙
に
價
値
大
な
る
貨
物
と
な
つ
て
英
國
に
歸
り
、
以
て
英 

國
々
富
を
咐
大
せ
し
む
る
事
を
主
張
す
る
に
在
.
つ
た
。
か
く
の
如
き
所
論
.
は
、
金
銀
の
：輸
出
を
.殆
ん
ど
悉
く
禁
-!
1

:

せ
ん
と
す
.
る
地
金
論
'
 

者
の
.
意
見
に
比
'
較
し
て「

i

s

1-
,

な
る
も
の
で
あ
る
.。
間
題
は
個
々
の
取
引
に
於
：げ
る
金
銀
の
流
出
入
の
上
よ
り
、
例
へ
ば
束
印
度
解 

易
と
い
ふ
如
く
..*

1

國
一
地
方
、
、と
の
'
留
易
全
體
.
の
上
に
移
さ
れ
た
。
た
と
へ
一
時
的
：に
金
銀
.
を

鍮

出

す

る

も

、
，
こ

.
れ
.
に

依
0

て

よ

り'

_

自

處
5

終
?

.
 

七

九

(

5

1

九
三>
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l

l

 

§

 

i

l

、•束I

金

銀

が

英

國

產

入
f

な'

鄭ち當該貿易で：
出超

f

ば

ゾ
f

落

永

の
'
如

く

、

そ

は

憂

ふ

べ

き

こ

：と
；で
'は 

:

S

I

I

6

:

か

、
る

見

解
I

等
I

殊
貿
I

露

I

す
f

:

と
.
■

蓮

易

平
#

論
比
英
國
I

が
獨
占
#:

ま
の
手
I

り
.で
行
は
れ
つ
I

つ
た
I

.

の
反
映
で
き
。.

獨
占
#

社
を
代
表
す
る
も
の
は
、
M

規
會
社：

た
る
マ
1

チ

ヤ

ン

ト

。
ア

ド

ヴ

エ

ン

チ

、 

T-

ラ
丨
ズ
と
、
棘
式
會
社
た
.蛋

印

度
#'

社
I

つ
だ
ダ
然
を
に
貿
：怒

發

達

ど

念

、
會
社
外
の
商
人
は
そ
の
數
I

f

、
そ
の 

勢
力
.を

樊

し

た
o 

.而
し
て
；，_

會
社
の
..排
他
的
特
權
'
の
違
例
な
る
こ
と
は
明
瞭
と
な
笑
一
千
六
百一

一
十
五
.

^

の.
獨i

n

 
J

は
、 

:

|

の
I

に
§

て

一

書

進

め

た

る

も

の

で

.
f

 C
.

同
條
例
.は
何
人
I

I

的

全

英

國

裏

の

.
平
等
.の
I

 

.

1

も
の
I

f

ベ
I

な
い
と
：の
原
I

確
立
じ
た
。
來
印
度
會
社
は
二 
S

い
て
"

養

な

る

國

爲

義

の

上

に

改

造
.せ
ら
れ
た
。
大
體
f

一
其
へ
ば
、
.第
十
七
世
紀
の
特
色
た
り
し
獨
的
勅
許
會
社
に
衣
る 

外M

贸

含

今

や

商
-

m

な

る

客

業

に

管

讓

る

皇

つ

た

。
か
く
て
寶
學
說
は
W

び
變
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
夺
殊 

.
貿
窣
衡
論
ょ
り
一
般
贸
窣
衡
.論
へ
の
霧
こ
れ
で
あ
る
。
總
て
.
受
理
せ
ら
れ
た
石
輸
入
に
對
し
て
は
、
輸
出
.
こ
A

ぃ
て
醤
を
支

從
來
交
易
は
餘
り
に
狭
隘
な
る
見
地
か
ら
觀
響
れ
た
。
.論
著
は
彼
等
が
主
と
し
て
：利
害
關
係
を
有
す
る
窘
の
特
殊
部
分
に
凶
_
 

た
が
^
め

に
.
金

體

と

韵

分

と

の

.間

の

桫

衡

.の

法

則

を

顧

傲

し

な

か

つ

た

と

い

ふ

，。

即

ち

バ

！

ボ

ン

ば

先

：づ

待

殊

交

易

の

觅

也

ょ

り

艰 

れ

■て

.一

般

交

品

の

見

地

ょ

り

立

論

也

ん

と

す

る

も

の

で

あ

つ

た

。

外

國

貨

物

の

輸

入

は

、

必

ず

之

に

對

應

す

る

輸

出

を

布

す

る

が

设 

に
前
者
を
禁
止
す
る
と
と
は
、
、後
者
の
爲
め
の
畫
摄
用
比
歸
せ
し
め
：る
こ
と
に
依
つ
.
て

、
'
却

つ

て
A

國
民
：を
寄
す
f

の
で
あ
る 

と」

い
.
ふ
。
や
が
て
：デ
ヴ
ィ
ッ
K

•
ヒ
ー
i

出
づ
I

及
ん
.
で
、
彼
以
时
の
貿
易
論
ば
遂
に
總
敗
箅
を
受
け
.た
。
ヒ
へ
ュ.
1

ム
：|

へ
,,.,、 

貨
胳
は
本
矿
辟
業
.
の
f

が
に
非
ず
し
て
、
軍
に
交
易
の
取
輪
の
運
動
を
容
易
:̂

ら
し
む
る
油
に
||
;

ぎ
:̂
'

ぃ
0 

3 

B

w

物
の
®

格
は
-
、

*

そ
の
貨
幣
の
多
寡
に
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
1

富
の
程
度
は
毫
も
11
1

要蕻ではない。自國の

正
貨
に
して

流
出
せ
ば 

物
惯
は
下
落
し
、
輸
出
增加、

輸
入
減
少
を
也
じ
て
爲
替
相
場
は
有
利
と
な
っ
て
正
貨
は
流
入
す
る
。
反
對
の
場
合
に
は
反
對
の
結
见 

を
生
ず
る
。
從
っ
て
贸
易
の
0

然
的
作
用
，は
、
隣
接
諸
國
尻
の
間
に
、
各
國
说
の
技
術
及
びH

業
に
殆
ん
ど
比
例
す
る
貨
幣
を
保
持
せ 

し
む
る
も
の
で
あ
る
。
か〜

る
貨
幣
觉
贵
說
は
、
人
爲
的
乎
段
に
依
っ
て
、
貨
幣
叉
は
地
金
銀
の
輸
入
を
增
加
せ
ん
と
す
る
政
策
の
無 

用
を
曝
髒
す
る
。
か
く
て
一
般
贸
易
平
衡
論
も
、
遂
に
自
山
贸
晶
論
に
そ
の
逍
を
讓
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
に
至
っ
た
ハ

'
1

七
七
六
年
經
濟
的
舀
_

主
_

の
瓦
彈「

國
甯
論」

は
ヒ
ュ
ー
ム
，の
親
友
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
に
依
っ
て
放
た
れ
た
。
社
#
を
支
配
す 

る
自
然
法
の
存
在
と
仁
慈
と
に
對
す
る
確
信
を
恶
礎
と
し
、
ス
ミ
ス
は
僅
少
の
例
外
的
場
合
を
除
き
、
全
經
濟
坐
沽
の
自
山
放
任
を
高 

唱
し
た
o

併
し
そ
の
，：n
lfl
l

放
任
は
經
濟
社
會
の
總
て
の
事
件
に
對
す
る
不
午
渉
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
肖
山
は「

フ
ヱ
ア
ブ
レ
ィ 

の
原
：則
に
反
せ
ざ
る
限
り」

に
於
い
て
許
容
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
通
常
の
語
_
に
於
け
る
不
正
な
る
行
爲
の
禁
止
を
意
味
す
る
は
勿
論 

な
る
も
、
M

に
集
團
行
爲
、
少
く
と
も
自
ri
l

競
郇
上
に
於
け
る
集
團
的
行
il
l

の
排
除
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
赍
本
家
及
び
勞
働
客
各
^
! 

の

問

に

於

け

，る

園

結

を

拒

否

す

る

0

そ
れ
故
に
、
ス
ミ
ス
は
個
人
的
向
山
主
義
者
と
稱
せ
ら
れ
る
。

1

ス
ミ
ス
主
義
の
背
景
を
な
す
も
の
：は
、
工
業
資
本
主
義
發
達
途
上
の
英
國
經
濟
生
活
で
あ
る
。
そ
れ
は
產
業
革
命
に
先
だ
て
る
英
國 

で
は
あ
っ
た
が
、
ト
ィ
ン
ビ
ー
の
言
ふ
如
く
、
元
來
產
業
革
命
な
る
も
の
は
、
そ
れ
以
前
ょ
り
行
は
れ
っ
X

あ
っ
た
車
新
期
中
の
、
粋 

に
筚
新
速
度
の
急
速
な
る
一
時
期
を
指
稱
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
っ
て
ス
ミ
ス
の
背
景
は
產
業
茁
命
時
代
と
そ
の
.傾
向
を
同
じ
く
す
る 

社
會
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
商
業
資
本
主
義
國
と
し
て
の
英
國
は
、
そ
の
.
標
的
和
蘭
を
羅
倒
し
て
、
世
界
海
上
權
の
支
配
と
共
に
、亦
.
 

そ
の
經
濟
的
支
配
權
を
掌
振
し
た
。
か
く
て
蓄
樹
さ
れ
た
11

大
な
る
資
本
は
內
國
エ
業
の
支
配
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
商
人
資
本
た 

る
本
來
の
.
性
質
上
、
商
業
的
道
程
を
通
じ
て
行
は
れ
た
。
手
工
業
着
の
荷
す
る
商
業
的
機
能
の
奪
取
を
通
じ
て
行
は
れ
た
。
即
ち
、
販

英
國
自
rl
l

主
■

の
終
？

八一
C
U

ニ
九
五
：)



寒
m

l

 

八
ニ 

O

H

九
六〕 

路
め
擴
大
と
需.
要
の
增
加
と
は
、
註
文
生
產
者
と
し
て
の
ギ
ル
ド
親
方
：の
荷
す
る
如
き
狹

4

ノ
な
る
商
業
的
機
能
を
凌
駕
し
た

o

需
要
は 

商
人
の
手
に
統
割
さ
れ
て
、
親
方
は
之
.

に
對
す
る
生.
產
者
と
變
じ
た.
0

增
大
せ
る
原
料
買
付
も
亦
商
人
の
支
醌
す
る
處
で
あ
つ
た
。
進 

ん
で
は
作
業
機
具
そ
の
も
の
ま
で
が
商
人
.
に

依

り

て

貸

付

さ

れ

る

に

至

，つ

て

‘

商
入
資
本
は
牛
；產
過
程
を
も
支
配
し
、
遂
に
エ
咬
は
單 

老

賃

馨

働

紫

と

な

り

下

つ

た

。
家
內
工
業
は
成
立
し
た

o

手
工
業
に
比
し
て
家
肇

た
。
セ
し
觅
に
人
ロ
が
增
龙
し
雲
が
增
加
す
る
に
及
ん
で
、
家
內
エ
業
の
能
力
は
之
を
.充
分
に
滿
た
し
得
な
い
o

;
何
故
な
ら
ば
家
内 

工
業
は
乎
工
業
の
.組
織
を
變
化
せ
し
め
た
け
れ
ど
も
、
.そ
の
生
産
技
術
を
進
歩
變
改
せ
し
め
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
沄 

へ

ば

ハ
ン
ド

•

ゥ
ア
ー
ク
は
行
塞
つ
た
の
だ
。
そ
れ
だ
の
に
、
舊
來
の
諸
制
度
は
尙
多
：く
#

在
し
て
、
新
た
な
る
坐
產
技
術
の
進
步 

を
眺
止
し
、
そ
れ
故
に
.
經
濟
生
活
ー
般
の
發
展
を
妨
碍
し
た
0

ジ
エ
ー
ム
ズ*

ワ
ッ
ト
.が

蒸

氣

力

を

應

ra

す
る
一
工
場
を
建
設
せ
ん

と

し

 

た
時
‘

グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ギ
ル
.ド
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
つ
た
が
爲
め
に
、
遂
に
ア
ダ
ム

•

ス
ミ
ス
が
ギ
ル
ド
の
權
カ
の
及
ば
ざ
る
火
珙
の 

雜
^

に
之
を
^

^

せ
し
め
た
.
揮
話
は
、
這
般
の
消
息
の
一
端
を
窺
は
し
む
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
肉
ホ
放
任
論
は
か
、

.
 

る
狀
勢
下
の
要
求
を
大
膽
率
直
且
つ
全
般
的
に
表
明
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

坐
產
ヵ
増-

K

の
喪
求
ほ
漸
時
に
滿
さ
れ
て
行
っ
たP

そ
の
過
程
は
同
時
に
工
業
資
本
主
義
確
立
の
過
程
で
1

C

今
之
を
數
個
の
產 

f

に
軍
つ
て
探
ぐ
る
な
ら
ば
、
次
の
兰
時
代
に
分
割
す
る
/

g

と
が
出
來
る
。

I
、

初
期
機
械
發
明
時
代
。
家
.內
エ
業
の
工
場
X

業
に
ょ
る
代
替
を
特
微
づ
け
る
も
の
.

，

ニ

、
製

議

に

於

け

る

新

働

力

0

進

化
.°
蒸

氣

カ

の

製

造

エ

程

へ

の

適

用
 

.ム
三
.

蒸
氣
交
) £

機

關

の

，
進

化
:°

そ
.の
.
產
業
に
對
す
る
關
係0

:
■
そ
め
結
果
を
例
へ
ば
木
綿
業
に
蘼
ぃ
て
み
れ
ば
、

一

七
三
〇
年
の
原
棉
輸
入
高
はー
、.
五
四
五
、
四
七
こ
對
度
で
ぁ
っ
た
が」

八

三

ニ

苹
に
は
二
八
七
、
八
〇
〇
、〇
〇
〇
封
度
ノ1

八
，四
一
.
年
に
は
四
八
九
、
九
0

0

、
〇
0

〇
封
度
と
な
っ
た
。
約
三
亩
十
七
识
丨
鐵
生
座 

时
‘一

rb

四
〇
丨
一
八
|
三
九
年
の
間
に
於
い
て
七
十
五
倍
！
0

0

而
し
て
こ
の
ー
■

業
は
炭
坑
業
と
共
に
近
代
英
國
资
本
主
義
の
®
礎
た 

る
も
'

の>

あ
る
。
こ
の
蓮
礎
的
產
業
の
驚
異
的
發
股
は
、
英
國
資
本
主
義
の
優
越
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
、

」

先
進
資
本
主
義
國
と
し
て
の
決
宛
的
優
越
性
を
獲
得
せ
る
英
國
が
、
自
1-
1

3

貿
易
國
と
し
て
世
界
市
場
に
臨
め
る
は
，W

然
の
數
で
あ
る
。 

こ
の
方
向
へ
.

の
最
名
m

要
な
る
實
踐
的
遝
動
.は
、
.

マ
ン
.
チ

ェ

ス

タ

ー
派
.
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
派
の
中
核
を
な
す
も
の 

は
ア
ダ
ム
•

ス
ミ
ス
ょ
り
傅
承
せ
る
自
rl
l

貿
易
論
で
，あ
る
。
ス
ミ
ス
.
自
身
は
、
自
出
貿
易
論
が
英
國
內
_
に
行
は
る
、
を
期
待
す
る
は
、
 

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
と
稱
し
た
が
1

自
_

貿
易
に
對
す
る
障
碍
は
ス
ミ
ス
の
‘
豫
想
ょ
り
逾
に
少
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

,&

の
事
實
は
直
接
的
に
は
マ
ン
チ
ス
ス
タ
ー
派
の
影
響
に
負
ふ
處
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
七
七
六
苹「

國
富
論」

が
出
版
さ
れ
て
後
、
 

邻
相
ピ
ッ
ト(

そ
の
.支
配
は

一

セ
八
三
/'
t

一
：
八
〇

一
年

)

が
歷
然
た
る
ス
ミ
ス
：主
義
苕
と
し
て
現
れ
る
.に
及
び
、
そ
の
影
響
は
顯
然 

た
%

も

の

が

あ

り

、
遂

：に

1

八
一
一
〇#

a

ン
、下
ン
.
商
人
の
議
會
請
願
書
に
於
い
て
、
ス
ミ
•
ス
主
義
は
最
も
與
敢
に
主
張
さ
れ
た
。
次
い 

で
エ
ヂ
ン
、、ハ
卩
ゥ
の
胄
_

#

議
所
も
同
檨
な
^

願
を
提
出
し
た
。
.
此
等
の
爲
め
.
に
下
院
選
任
委
員
會
が
任
命
さ
.
れ

、

一
八
一
1

〇
年
六
月 

十
八
日
附
同
委
.員
#

報
^

は
、.
前
記
請
[1
'

»

に
一
致
せ
る
も
の
で
あ
.
.っ
たo

こ
れ
が
^

^

と
な
っ
て
^

私
改
^

ヵ

行

は

れ

たr

る
に 

こ
の
間
に 

一
.o

反
動
的
事
件
が
®

っ
た
。
そ
れ
は

1

八
一
九
年
大
ブ
リ
.
テ
ン
と
愛
蘭
.
と
の
：間
に
貿
易
の
完
全
な
る
解
放
の
請
願
.が
、
現 

亦
威
稅
を
ー
一
十
'部
間
诞
長.

ヤ
る
こ
.
と
に
依
っ
て
廢
止
さ
れ
た
の
で
あ
-

る(

低
し
五
年
ハ
母
に
、
關
税
は
四
分
：一
づ
、
促
下
せ
し
め
ら
れ
る)

 

こ
.の
-
r，
件

は
一

八
ニ
〇
年
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
商
業
會
議
所
の
W

離
と
な
っ
た
。
新
團
體
の
最
初
の
仕
事
は
此
の
反
励
的
法
令
に
對
し
て 

抗
議
す
る
こ
と
で
あ
.
っ
た
。
こ
の
抗
議
は
政
府
及
び
議
t

に
向
っ
.
て
な
さ
れ
、
遂
に
そ
の
1=
!

的
を
達
し
た
0
.
:爾
來
、
保
謹
反
對
の
兒
解 

は
永
く
.
マ
ン
チ
千
ス
タ
ー
の
商
人
及

.び

製

造

業

考

の

、む

を
捕
へ
、

殆

ん

ど

每

年

商

業

會

議

所

に

.
現
れ
た
。
特
に
穀
物
輸
入
税
は
最
も
激
.

義

A
s

主
籤
の
磐 

八

三

(

ニ
ニ
九
七)



I

山
I

終
焉 

丨
. 

八
四

(

ニ
ニ
九
6

烈
な
術
動
I

起
し
た
。

一
八
三
八
年n

 

V

テ
ン
、
ブ
ラ
ィ
ト
等
の
反
穀
物
法
聯
盟
は
作
ら
れ
た
。

一
八
.
四
六
年
遂
に
f

ル
は
諸
種

の
：
關

税

を

廢

止

し

た

。
，
大

部

分

の

.霧

關

稅

.は

廢止
さ
れ
、
僅
S

っ

た

關

税

は

一

八

六

九
年
ま
で
に
廢
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

原

料

品

關

稅

が

廢

企
さ
れ
、
半

製

品及
、び

一

部

の■

品

に

對

す

，る

關

税

も

廢

止
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
f

が
地
主
階
級
に

.
す
る
徹
底
が
勝
利
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
最
も
早
く
資
本
主
義
化
す
る
國
土
は
最
も
多
く
の
經
濟
學
者
を
出
し
た
。
こ
の
間
に
在
つ

て
、
リ
ヵ
T 

Kォ
、
シ
ィ,

1
オ
ア
、
ミ
ル
等
® 

I

主
義
經
濟
學
者
が
輩
出
し
、
世
界
經
濟
學
史
上
未
曾
有
の
光
輝
あ
る
時

代

を

現
H
 

せ
る
は
周
知
の
■
資
で
あ
る
o

霉
な
る
能
力
を
有
せ
■

の
間
に
在
っ
て
も
、|

攀
は
悲
慘
を
生
む
、
況
ん
ゃ
_

的
不
平
等
S

に
#
在
せ
る
社
會
に
對
し
て 

驚

さ

れ

た

る

自

蟲

爭

慕

は

、
そ
I

初
の
夢
を
裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
大
で
あ
っ
た
。
各
自
の
有
す
る
經
濟
的
能
力
の
自
出
な
る 

行
使
は
、
何
を
霞
的
に
意
味
し
た
か
。
資
本
使
用
の
I

と
勞
働
ヵ
販
蒙
自
掩
然
も
前
者
が
文
字
通
り
に
行
ひ
得
る
も
の
で

あ 

る
に
對
し
、
後
客
が
殆
ん
ど
名
義
上
に
止
t

と
.
は
述
ぶ
る
ま
で
も
な
い
。
屢
を
禁
ぜ
ら
れ
た
る
勞
働
者
が
、
資
本
家
に
對
し
て
如
.
 

何
な
る
競
ハ
♦

力
を
持
ち
f

ぅ
0

彼
等
が
'そ
の
競
爭
ヵ
を
發
.輝
し
得
.る
は
そ
の
仲
間
に
對
し
て
p

t

o

そ
れ
は
勞
働
條
H

を

•
必
然
的
な
ら
し
め
る
。
狗
I

1

S

室

化

は

、
贳

Q

I

英
國
Q

s

f

面
で
S

た
。

.
f

 

I

働
Q

I

は
前
ょ
り 

も
雄
辯
^

春
物
語
っ
て
ゐ
る
。
固
f

幼
I

働
は
決
し
て
產
業
s

i

見
に
t

f

Q

で
は
な
く
、
英
f

 

A
,
、
s
て
は
旣
こ 

第
十 

一
、
ニ
世
紀
の
交
に
、
產
業
の

1

要
素
と
し
て
布
在
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
が
、
之
が
社
食
の
注
響
惹
く
に
里
っ
た
の
は

第
卜 

ノ
1

杀
のsv-

ノ
-

以
後
で
あ
つ
た
呑
會
に
於
け
る
^
童
勞
傲
者
と
し
て
最
初
に
注
意
さ
れ
た
の
は

煙
突
掃
除
兒

IL

で
あ
つ
た
。
交

^

i 

七
年
I

十
志
乃
至
三
十
志
で
寶
ら
れ
た
。
そ
の
.平
齡
は
六
才
乃
至
八
才
|

|

し
四
五
才
ゎ
も
50
も

あ

り

、

甚
し
き
は
霧
の
幼 

兒
さ
ベ
使
f

 

.れ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
努
働
は
眞
に
强
制
的
で
あ
つ
た
o

k

暗
な
狹
い
煙
突
！
そ
れ
だ
け
旣
に
幼
兒
を
恐
怖
せ
し
め

る
。
こ
、
に
於
い
て
、
情
深
い
親
方
は
撲
つ
か
又
は
煙
突
の
顶
上
に
菜
子
を
1

い
て
誘
ふ
？
無
情
な
親
ガ
は
ビ
ン
で
刺
して

登
る
こと
 

を
强
制
し
.た
。
之
に
對
し、

田
舍
に
於
け
る
被
虐
待
兒
童
は
炭
坑
兒
宽
勞
働
者
で
あ
つ
た
。
朝
一
一
一
時
か
ら
四
五
才
の
.幼
兒
は
寢
麻
か
ら 

引
出
さ
.
れ
夜
五
時
ま
で
採
炭
に
使
は
れ
た
o「

レ.
1

ス
製
造
業
に
從
事
し
て
•

ゐ
る
都
市
勞
働
#

は
、
他
の
文
明
世
界
に
類
の
な
い
苦
痛
及 

び
’窮
乏
の
犠
牲
と
な
つ
て
ゐ
る
。
九
才
乃
至
十
才
の
兒
童
達
が
朝
の
一
一
時
、
三
時
又
は
四
時
に
寢
床
か
ら
起
さ
れ
、
か
つ
く
の
坐
活 

を
得
る
爲
め
に
、
夜
の
十
時
、
十
一
時
、
避
し
き
は
十
二
時
ま
で
も
勞
働
せ
し
め
ら
れ
る
。

一
日
の
勞
働
時
間
を
十
八
時
問
に
短
縮
す

る
や
ぅ
に
と
.
歎
願
す
る
た
め
、
公
の
會
？§
を
開
く
町

(

ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム

)

-
-
-
か
、
る
町
の
こ
と
を
我
々
'
は
何
と
考
べ
た
ら
い
、
た
ら

ぅ」

こ
れ
は
州
判
事
ブ
ル
，1
ト
ン
が
一
八
六

0
年

.一
月
十
四
日
の
會
議
で
述
べ
た
ー
ー
ー
ー
ロ
胄
で
あ
る

9

幼
兒
ま
で
、
か
く
の
如
く
に
働
い
て 

勞
働
階
級
が
獲
得
し
た
生
活
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
た
か
、
之
を
食
物
に
就
い
て
み
れ
ば
、

一
週
間
の
榮
養
量(

含
窒
素
成
分
、
 

無
窒
素
成
分
及
鑛
物
性
成
分
の
合
計)

は
'

, 

•

ボ
ー
ト
ラ
ン
ド
監
獄
囚
徒
. 

.
1

八

三

六

•
九

 

：

ハ

ィ

ギ

リ

ス

水

兵

:

一
 

八
七
。
〇
六

兵

/

士

. 

一
 

四

三

*
九
八
 

:

馬

^

製

造

土
 

ー
夂.
0

。
八
ー
ー
：
ゝ

■

:•
‘

、

エ
 

ニ
ー
艽
•
.
一
九

 

'
 

.

農

村

勞
.
働

者
.

'

.
 

.

'

:

.

i九
6

八
一

之
を
住
嚴
に
就
い
ゼ
み
れ
ば
、
书
絲
エ
業
地
た
る
ブ
ー
7

ッ
.
フ
ォ
：1

ド
市
で
は
.ー
室
に
少
く
て
成
人
八
人
、
多
き
は
十
六
人
の
勞
働
者 

於

住

ん

で

ゐ

た

。

そ
の
：室

は

同

市

救

.貧
醫
べ
，
ル

に

從
.
へ
，
ば「

人

間

の

佳

む

：に
適

.
し

な

い

穴

.

菸
_

作
山
屯_

の
，終
.嫜
 

八

五

(

ニ
ニ
九
九

)



■

a

m

裏

®

終

焉

：

 

八

六

(
5

:
o

o
>

-

道
般
.
の
狀
勢
は
如
何
に
自
山
主
義
の
母
國
と
は
^

へ
、
：
看

過

さ

れ

難

い

も

：の
：で

あ

る

。

シ

ャ

フ

ッ

ベ

リ

ー

を

首

班

と

す

る

ト

ー

リ

ー

改

革
_

の
.
一
.
團

の

霧

は

遂

に

一

八

三

三

年

运

官
が
設
け
ら
れ
た
都
は
、
眞
に
则
期
的
で
あ
つ
た
。
最
初
は
法
*

違

反

を

防

ぐ

爲

め

の

一

達

業

：
へ

の

國

家

支

配

を

意

味

す

る

に

過
ぎ 

な
か
っ
た
が
、
漸
次
に
そ

Q

■

を

樊

し

H

遂

に

合

衆

顏

H

於
け
る
全H

場
及
全
職
場Q

、

そ
し
て
程
度Q

差
こ
そ
あ
れ
、
k
產 

業
の
勞
#
狀
態
を
亂
讯
し
た
。
然
も
^
に
兒
宽
の
'

み
な
ら
.
ず
、
成
^
與
女
に
對
し
て
も
之
を
行
つ
た
。

シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
ー
Jr
t

o努
1->は

 

一
八

三

；
一
年
に

於

い

て

、

機

業

、

治

金

及

_

業
に
於
け
る
實
物
賃
銀
制
の
禁
生
令
を
取
得
し
た
0

か
く
の
如
き
は
、
英
國
民
の
架
く 

愛
惜
す
るs

i

山
競
爭
と
自
山
契
約
と
の
理
想
を
放
棄
せ
る
.
C

と
を
意
味
す
る
。

か
、
I

踐
的
變
化
は
亦
、i

想
的
變
化
I

ら
し
た
。
證
義
經
濟
學
客
の
實
踐
的
矛
盾
と
無
能
力
と
の
曝
露
は
、
彼
等
I

 

說
に
對
す
る
.
批
钊
と
駁
幣
を
惹
起
し
、
之
に
對
立
す
る
も
の
と
し
て
の
英
國
歷
史
學
派
を
生
む
に
至
つ
た
。
兩
渚
對
立
の
學
說
史
的
意 

義
は
^

て
本
試
に
之
を
諭
じ
た(

^

17

ナ
卷
？
-

號
：}又
そ
の
問
題
は
こ
、
に
論
ず
べ
き
も
の
,̂

も
な
い
0

筆
^
が
言
は
む
と
す
る
は
、 

こ
の
韵
瓔
派
發
生
の
經
濟
的
原
因
が
勞
做
間
题
に
苻
す
る
の
ー
事
で
あ
る「

宗
敎
の
爲
め
に
社
會
改
良
家
と
な
り
、
社
會
改
良
の
爲
め 

に
經
濟
學
漭
と
な
れ
る」

'異
色
あ
る
歷
史
學
派
の1

人
、
ト
ィ
ン
ビ
ー
は
言
ふ「

一
八
四
六
年
に
至
る
ま
で
は
、
經
濟
界
の
<

明
題
な
、
 

の
撤
廢
と
交
易
！
i

i

l

u

o
ll
r

立
で
あ
つ
た
。
こ
の
沿
題
の
解
決
策
と
し
て
、
演
_
法
は
適
切
で
あ
り
、
必
須
で
あ
つ
た
0

汴
し
乍
ら 

そ
の
時
以
後
に
至
り
、
彼
等
は
殘
存
ず
る
®

雛
に
對
し
、
提
示
す
べ
き
救
濟
策
を
有
し
な
か
つ
た
。
籍

經

濟

學

の

猶

し

得

る

含 

で
あ
つ
f

處
の
沐
限
撤
MC

に
任
つ
て
评
決
さ
れ
な
力
つ
た
^

傲
問
题
こ
そ
-

.

觀
察
法
を
復
活
せ
し
め
た
の
で
あ
る
：
.

.
努

報

率

は

八

ポ
 

左
右
し
得
る
諸
历
区
の
姑
见
に
讲
ず
し
て1

の
自
然
法
則
の
紘
观
で
ぁ
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
且
o

、.
し
か
ぐ
勞
.働
者
に
向
0

/

て
.
敎
.
へ
.ら 

れ

た

？

賃

銀

基

金

說

は

勞

働

者

の

園

.結

を

無

效

な

认

と

宣

.
言
し
.た
o

.
經

霞

は

努

働

階

級
..と

衝

突.レ

た
o
'
.加

く

て

經#

學

は

.努

劲

者

階

嗖
に
依
っ
て
變
化
せ
し
め
ら
れ
た」

と
一。
M
に
歷
史
學
派
の
他
の
一
人
ソ
ル
ド

.
#

ロ
ー
ジ
ャ
ー
ズ
は
、V
勝
痛
烈
な
る
語
調
を
以
て 

述
ぶ
ら
く「

經
濟
學
に
對
す
る
不
信
任
は
、
勞
働
盏
に
依
っ
て
高
く
叫
ば
れ
た
。
之
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
勞
働
問
題
は
、
多 

JC

の
經
濟
學
者
に
依
っ
て
、
腹
立
た
し
い
不
遜
な
尊
大
さ
を
以
て
論
じ
ら
れ
た
。
經
濟
學
者
達
は
.

一
切
の
赏
が
勞
働
の
所
產
で
あ
.
り
、
 

資
本
は
蓄
褙
勞
働
の
成
梁
で
あ
り
、
そ
は
勞
働
の
エ

ネ

ル
ギ

ー

に

依
っ
て
擴
大
し
、
增
大
さ
れ
っ
、
あ
る
こ
と
を
敎
へ
た
。
然
る
後
、
 

方
向
を
轉
じ
て
、
勞
働
衮
が
そ
の
數
を
愚
か
に
增
加
せ
る
無
分
別
、
無
鐡
砲
、
無
節
制
を
怒
罵
し
、
以
て
、
若
し
勞
働
盏
が
幾
千
人
も 

去
っ
た
な
ら
ば
、
岳
等
の
總
て
が
ょ
い
庭
き
坐
活
を
送
り
得
べ
き
こ
と
を
暗
示
す
る
。
然
る
に
、
寧
ろ
失
は
れ
た
方
が
遙
に
有
益
な
る 

べ
き
多
數
の
人
々
が
、；
安
樂
な
生
活
を
送
っ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
痛
ま
し
き
光
景
の
歷
史
的
原
因
を
探
り
"
又
は
何
等
か
の
永
續
的 

愚
行
が
、
貧
窮
の
生
原
因
た
ら
ざ
る
や
を
發
見
せ
ん
と
す
る
如
何
な
る
企
て
を
も
、
經
濟
學
書
中
に
見
出
し
た
こ
と
は
な
い」

と
。

か
く
の
如
く
に
し
て
學
衮
も
實
際
家
も
漸
次
、
無
拘
柬
的
_

FI
1

主
義
へ
の
信
仰
を
失
ひ
っ
、
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
、
彼
等
の
反
，2
山 

生
義
は
未
だ
內
國
的
問
題
に
限
ら
れ
て
ゐ
た
。
自
凼
貿
易
へ
の
信
仰
は
倚
依
然
と
し
て
#

在
し
て
ゐ
た
。
.

や
が
て
そ
れ
も
亦
破
ら
る
、
の
日
は
、
次
第
に
近
づ
き
あ
っ
た
。
そ
れ
は
世
界
资
本
主
_

が
產
業
資
本
主
義
か
ら
獨
rl
i

資
本
主
義
即 

ち
資
本
主
義
の
帝
國
主
義
段
階
べ
•
の
發
股
に
促
さ
れ
る
こ
と
に
依
っ
て
來
っ
た
の
で
あ
る
。
歐
洲
に
於
い
て
は
、
此
の
新
資
本
主
義
が 

脔
資
本
主
義
に
取
っ
て
代
っ
た
時
代
を
、
か
な
り
正
確
に
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、そ
れ
は
二
十
世
紀
の
初
め
で
.あ
る
。
フ
ォ 

1

ゲ
ル
ジ
ュ
タ
ィ
ン
.に
依
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
の
歷
史
に
於
け
る
迤
本
的
段
階
は
次
の
•

如
く
に
な
る
。

一、一八六
〇
华
か
ら
七
〇
苹
ま
で
、
,——

自
_

競
爭
の
预
點
、
カ
ル
テ
ル
の
眞
の
萠
芽
時
代
。

ニ、一八七
三
年
の
恐
慌
以
後
？
カ
ル
テ
，ル
は
大
い
に
發
股
せ
る
も
、
未
だ
十
時
的
現
象
な
る
時
代
。

三、

十
九
世
紀
未
0

好
況
と「

九
〇
0

苹——

！
九
〇
三
年
の
恐
慌
0

カ
ル
テ
ル
は
全
經
濟
生
活
の
一
栽
礎
と
な
づ
た
。
獨
占
資
本 

英
_

自
{1
1

主
義
の
終
當 

八

七

(

ニ
三
0

C



I

l

l

 

八八
 

§

0
 

ニ)

.

主

義

確

立
.0
.
 

•

 

•
.

こ
の
間y
於
け
I

洲
諸
國
Q

.

I

I

は
如
何
f

お
っ
た
か
、
ド
イ
ツ
は
一
八
七
九年、

ビ
ス
マ
ル
ク
の
指
導
下H

判
然
た
る 

保
誕
核
妒
の
陲
と
な
り
一
八

.
八
五
年
及
び
一
八
八
七
年
に
そ
の
率
を
高
め
、

一
九
〇
一
率
農
業
保
護
を
！

E
I

的
と
す
る
特
別
關
货
霉 

め
た
。.
賺

以

來

Q

保
護
主
義
た
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
は
、

一
八
九
o

年
キ
ン
レ
イ
1

關

著

霊

し

た

。
こ
れ
は
爾
後Q

ア
メ
リ
カ 

高
議
稅

即

ち

、

I

九
〇
九
年
の
•
へ
イ
ン
H

T

ル
ド
リ
ッ
ヒ
關
稅
-

一
九
ニ
韋
の
ゥ
ン
タ
丨
ゥ
ッ
ド
關
税
等
の

l

.

f

も

ふ

べ 

き
も
.
の
で
I

。
オ
丨
ス
ト
リ
ア
が
一
八
七
八
年
I

め
た
る
關
I

T

 

ロ
ッ
パ
の
I

主
義
に
初
め
て
深
I

打
I

與
へ
.
た
。
 

1

C

ト
イ
ツ
の
關
税
は
そ
の
.
翌
ギ
に
宠
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
更
に
一
八
八
一
一
年
及
八
七
咕
に
は
農
業
及
エ
業
關
税
が
別
上
げ
ら
れ
た
。
'餅 

太
利
も
亦
オ
1

.ス
ト
リ
ャ
と
同
年
た
る
一
八
七
八
年
、
.

I

保
誰
關
税
へ
移
行
し
、
一

八
八
七
年
そ
の
率
高
上
げ
た
。

フ
ラ
ン
ス
は 

一
八
八
一
年
に
.
至
つ
て
、
そ
の
保
護
主
義
を
判
然
た
ら
し
め
た
が
、

一
八
九
ニ
ギ
メ
？

ン
高
率
_

税
を
設
立
し
、
.之
に
依
っ
て所谓 

二
I

税
制
度
へ
移
っ
た
。
S

一
九1

0

年

Q

關
税
に
依
っ
て一

層

高

議
S

と
な
っ
た
。

. 

.

此
の
如
き
、
所謂

新
羅
主
義
時
代
に
.
在
っ
て
、
.
英
國
の
貿
I

策
は
.
ど

ぅ

で

ぁ

つ

た

か

。.
一
八
八
七
年
商
德
保
護
法
の
嚴
格
な
る 

〜

扱
ひ

.

と

を

を

ロ

貨

と

す

？
ま

：：輸

入

激
-

^

を

行

つ

た

に

參

る
0

實
に
策
十

九

世

紀

、
殊
に
そ
の
前
半
の
英

國

產
業
は
熾

烈

な
.

る 

|

|

署
の
時
代
で
ぁ
っ
た
。
尤

も
例
へ
ば

三

十
年
代
に
於
い
て
、
鐵
鑛
の
塵
制
限
を
间
的
と

す

る

地

方
的
結

合

が

、

時

にf

〕 

た
け
れ
I

、
そ
s

f

 

I

l

f

 

I

意

べ

く
 

1

5

。

八
八
六
年
に
於
け
る
、
不
況H

關
す
i

l

l

の
報
街 

が
行
は
れ

S

も
、
湾

家
S

破
滅
的
競

f

f

は

し

た
け
れ

f

、

然
I

Q

時
代

I

じ

て
、

I

Q

競
f

結
合

I

っ 

て

热

め

む

と

す

る

努

力

は

、
全

く

兄

ら

れ

な

い
o
 

ロ
バ

1

卜
。
？

フ

マ

ン

は

そ

の「
保

議
f

カ
ル
テ
ル

」

に
於
い
て
さ
へ
、
i

 

を

見

出

し
難
い

こ

と

を

述
ベ
て
ゐ
る
。
併

し

之

を

以

て
1
ち
に
，、
當

時

の

英

國

に

は

獨I

織
：が

無

か

つ

た

龜

斷

し

て

は

な

ら

な

いo

リ
ー
フ
マ
ン
の
1 -

眼
が
猗
過
し
な
か
つ
た
如
く
、
織
維
エ
業
に
於
い
て
、
少
數
の
獨
占
的
企
業
が

#

在
し
て
ゐ
た
。•

こ
れ
等
少
數
の
獨 

占
的
八
<
*■

は
、
そ
の
組
織
及
び
沽
励
の
腿
圆
に
於
い
て
、
大
陴
又
は
ア
メ
リ
力
の
そ
れ
等
と
は

<

土
く
異
り
、亦
、
そ
の
進
肢
も
緩
漫
で
は 

あ
つ
た
が
、
産
業
組
織
の
新
發
股
へ
の
逍
を
淸
め
た
の
で
あ
つ
た
。
論
^

の
中
に
は
、
か
ゝ
る
獨
占
組
織
發
股
の
緩
漫
を
、
自

1.
1

1

主
義
.
 

思
想
に
歸
せ
し
む
る
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
_

者
は
へ
ル
マ
ン
。
レ
ヴ
ィ
と
共
に
、事
實
が
ィ
デ
オ

a

ギ
ー
に
依
つ
て
決
定
さ
れ
る
こ 

と
を
信
じ
雛
い
。
實
を
言
へ
ば
、
生
產
者
の
側
に
在
つ
て
は
、
決
し
て「

獨
.1
T

J

へ
の
思
想
が
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
。
幾
度
も
企
て 

ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
失
敗
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
獨
卜；！

發
達
の
緩
漫
は
別
に
理
山
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
記
へ
ル 

マ
ン
•

レ
ヴ
ィ
は「

そ
れ
は
對
內
及
び
對
外
競
爭
の
結
艰
で
あ
る」

と
稱
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
答
へ
に
な
ら
な
い
。
問
題
は
何
故
獨
占 

が
發
達
し
な
か
つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
、
即
ち
、何
故
自
11
1
競
爭
が
大
に
い
行
は
れ
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
對
し
て「

競 

爭
が
行
は
れ
て
ゐ
た
か
ら」

と
い
ふ
の
は
*

答
へ
に
な
ら
な
い
。
筆
者
が
獨
斷
を
試
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
英
國
產
業
の
永
き
對
外
的 

優
越
及
び
そ
の
余
燼
で
あ
る
と
思
ふ
。
多
く
の
場
合
、
獨
#

組
織
ゆ
當
該
產
業
が
强
敵
を
有
す
る
時
、
又
は
不
振
で
あ
る
時
に
作
ら
れ 

る
°

先
進
エ
業
國
た
る
英
國
は
實
に
こ
の
點
に
於
い
て
葸
ま
れ
て
ゐ
た
。
そ
れ
は
永
い
問
、
眞
に
恐
る
可
き
敵
を
有
し
な
か
つ
た
。
此 

の
事
情
は
常
.に
英
國
產
業
に
脅
威
さ
れ
た
る
後
進
工
業
國
た
る
ド
ィ
ツ
工
業
が
、
夙
に
ヵ
ル
テ
ル
的
方
向
に
進
ん
だ
こ
と
に
依
つ
て
も
、
 

裏
書
き
さ
れ
2>

で
あ
ら
ぅ
0

又
、
英
國
銀
行
が
固
く
顸
金
銀
行
た
る
の
性
質
を
固
守
せ
る
こ
と
も
、

一
因
に
數
べ
得
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ
A 

こ
れ
：が
爲
め
に
、
企
業
は
合
同
を
强
制
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
從
つ
て
自
_

競
爭
の
段
階
を
、
尙
早
に
通
過
し
去
る
が
如
き
こ
と
が
起
ら 

な
.
か
つ
た
P

.

寧
ろ
ィ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
、
企
業
の
大
き
い
こ
と
、
、
そ
の
生
産
能
力
の
大
き
い
こ
と
の
内
に
、
獨
ド
|.
-
1
へ
の
傾
向
が
企 

ま
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
た
し
か
に
、

一
度
集
中
運
動
が
始
る
や
番
や
、

一
企
業
あ
た
り
の
資
本
投
下
額
が
火
き
い
こ
と
の
爲 

め
に
、
.
新
企
業
の
資
本
調
達
に
對
す
る
要
求
が
ま
す
く
大
き
く
な
り
、
か
く
て
新
企
業
の
發
展
が
困
難
に
な
る
と
い
ふ
こ
と
に
ょ
る 

英
國
自
中
王
義
の
終
焉 

八

九

c
l
;
l
:〇

s



英
阓
a
OJ
束
義
の
終
焉 

九
0 

(

ニ
：

1
:
0
3
7〕

'

の
で
あ
る
。
加
之
.、
集
中
過
程
を
邀
礎
と
し
て
成
立
し
た
耳
大
企
業
に
負
け
ま5

と
す
る
新
企
業
は
、
い
づ
れ
も
、
巡
だ
冬
量
の
坐
產 

物
を
餘
分
に
供
給
す
る
こ
と
、
な
り
、
こ
の
企
業
が
利
益
を
擧
げ
得
る
の
は
、
需
耍
が
著
る
し
く
咐
大
し
た
場
合
に
の
み
限
ら
^

_

る
0 

然
ら
ず
ん
ば
、
直
ち
に
價
格
は
下
落
し
こ
の
企
業
に
と
っ
て
も
、
獨
占
國
體
に
と
っ
て
も
、
利
益
が
無
く
な
る
の
で
あ
る
,0
保
嚷
_

•%

•

尨
き
ィ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
は
、
競
部
企
業
が
少
數
な
る
場
合
に
於
い
て
の
み
、
獨
卜
：

I

の
利
益
が
利
用
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
實
に
ィ
ギ 

リ
ス
に
於
い
て
は
、
全
經
濟
#

、域
に
對
し
で
、
集
中
運
勸
の
大
エ
業
的
獨
占
組
織
に
及
ぼ
す
影
響
が
、
結
晶
の
如
き
純
#
な
形
を
以
て 

現
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
'
力
ル
.

テ
ル
及
び
ト
ラ
ス
ト
は
、
戰
時
か
ら
戰
後
に
か
け
て
非
常
な
發
展
を
遂
げ
た
o

一
 

九
一
九
年
復
興
省 

は
こ
の
問
題
に
關
し
て
廣
沉
な
報
告
を
出
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
合
衆
王
國
の
凡
ゆ
る
®
要
な
產
業
部
門
に
聯
合
及
び
結
合
へ 

の
傾
向
が
墦
加
し
て
ゐ
る
。
該
報
齿
書
は
九
十
三
個
の
結
合
の
表
を
揭
げ
て
ゐ
る
。
戰
時
狀
態
が
如
何
に
結
合
へ
の
傾
向
に
寄
與
し
た 

.か
に
就
い
て
は
、-
先
づ
戰
時
狀
態
に
依
っ
て
、
產
業
の
官
廳
的
又
は
半
官
的
組
織
が
結
合
の
有
力
な
る
栽
礎
を
里
供
し
た
こ
と
を
擧
げ
'
 

ね
ば
な
ら
ぬ
9

又
結
合
過
程
は
政
府
が
時
々
、
全
產
業
部
門
に
渉
っ
て
、
そ
の
代
表
者
を
召
集
す
る
こ
と
に
依
っ
て
も
促
進
せ
し
め
ら 

れ
た
。
又
特
別
利
潤
税
も
之
に
寄
與
し
た
。
即
ち
斯
税
を
免
れ
ん
が
爲
め
に
、
利
潤
の
大
な
る
企
業
は
利
/1
1

の
擧
ら
な
い
企
業
を
賈
收 

す
る
こ
と
が
行
は
れ
た
の
で
あ
る
0

页
に
技
術
的
に
茁
耍
な
る
.一
耍
素
と
し
て
機
械
使
用
及
び
規
格
化
の
植
加
擴
張
を
擧
げ
る
こ
■と
が 

出
來
る
。
英
國
に
於
け
る
八
1|
-
:業
集
中
化
に
關
し
て
注
意
す
べ
き
ー
翦
が
あ
る
0

'

そ
れ
は
化
學
エ
.
業
の
如
く
、
金
然
近
代
的
產
業
と
、
.繊 

維
工
業
の
如
く
、
往
晋
の
小
企
業
か
ら
發
M

し
て
來
た
も
の
と
で
は
、
獨
占
發
達
の
速
度
に
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
前
^
に 

於
い
て
速
く
後
者
に
於
い
て
緩

^

である。今
有
力
な
る
！

^

占
企
業
を
列
擧
す
る
な
ら
ば
o

〕

.
：
. 

P
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^

J
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^
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T
h
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S
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t
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h
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T
r
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s
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h
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p
a
p
e
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C
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b
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T
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S
y
d
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T
h
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F
i
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a
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D
o
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C
h
e
m
i
c
a
l

 

I
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d
u
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t
r
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T
r
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s
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a
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a
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R
a
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S
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d
i
c
a
t
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M
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r
a
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o
i
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C
o
m
p
a
n
i
e
s

 

等
々
で
あ
る
。

か
く
て
獨
占
化
せ
る
英
國
資
本
生
義
は
着
々
と
し
て
保
護
生
義
に
迆
ん
で
ゅ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
徑
路
を
叙
す
る
前
.に
、
何
故
英
國 

に
保
雛
貿
易
の
行
は
る
\

こ
と
が
を
く
れ
た
か
を
考
へ
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
英
國
產
業
が
輸
出
を
目
的
に
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ 

る
。
輸
m

の
增
進
は
常
に
外
國
に
對
す
る
自
Fi
l

貿
易
の
要
求
と
な
っ
て
現
れ
る
0

.

他
面
、
國
內
市
場
の
狹
隘
は
保
謹
、
特
に
ヵ
ル
テ
ル 

保
護
關
税
の
效
搌
を
稀
澉
な
ら
し
め
る
が
爲
め
に
、
保
護
主
義
へ
の
强
い
要
求
が
起
っ
て
來
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
禀
愦
は
英
國
自
身 

に
就C

て
は
今
日
で
も
存
在
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
本
年
七
月
一
一
十1

日
の
オ
ッ
タ
ワ
會
議
に
於
け
る
ボ
1

ル
ド
ゥ
ィ
ン
の

霊

は

、
こ 

の
意
味
に
於
い
て
の
み
理
解
さ
れ
る
。
日
く「

I

般
列
國
の
繁
榮
な
く
し
て
英
帝
國
の
繁
榮
を
期
し
得
ざ
る
に
依
り
、
特
恵
沏
度
は
成 

る
べ
く
、
帝
國
內
の
關
税
引
下
げ
に
ょ
り
て
赏
現
す
可
き
も
の
と
認
む」

と
。
け
れ
ど
も
世
界
列
國
の
狀
勢
が
變
化
し
た
。
英
國
の
周 

圍
は
眞
に
高
率
な
る
關
税
の
障
壁
で
あ
る
。
獨
り
英
國
の
み
自
由
貿
易
國
た
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。ぃ
旣
に
保
謹
主
義
へ
の
必
然
性 

が
生
ず
る
な
ら
ば
、
獨
古
資
本
主
義
下
に
之
を
成
就
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

「

九

1

五
年
七
月
士
ー
百
に
は
、貿
易
情
報
課
に
對
す
る
顧
問
委
員
#
.に
依
っ
て
、
戰
後
英
國
賀
易
策
攻
究
の
小
寶
が
任
命
さ
れ 

た
。
該
小
委
員
會
は
一
九
一
六
年v

月
十
一
日
附
を
以
て
詳
細
.な
る
報
齿
書
を
提
出
し
た
？
該
委
員
俞
は
廣
汎
圍
に
渉
る
輸
人
稅
の
馱 

課
を
提
案
し
た
。
更
に「

戰
後
商
エ
政
策
委
員
會」

は
巴
组
經
濟
龠
議
(0
.

決
議
實
行
を
ヵ
說
し
た
0

更
に
所
謂
バ
ル
フ
ォ
ァ
季
嵐
贫
は
一
，
 

九
：ー
七
¥

十
1
1

'月
±
1

百
附
最
終
報
齿
書
.
に
於
ぃ
て
一
、
鍵
鐘
產
業
の
保
誰
、
一
一、
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止
手
段
、
三
、
谛
陳
特
s

ii

彩
の 

1
1

一者
を
カ
說
し
た
0

. 

:

 

.

,

大
戰
中
に
英
國
政
府
が
外
國
貿
易
に
關
す
る
各
種
の
M

制

を

行

づ

た

事

は

關

知

の

翦

!:
で
あ
る
が
、
戰
後
に
於
い
て
こ
の
統
制
の
煳

.

英
阀
自•£

主
義
の
終
焉 

プ

ー

C
1

ニ
-*
0

6



英
闼
I'
-
ifi
-
I
主
義
の
終
焉 

、

.

.

 

九

二

o

一
 

三0

六)

除
I

I

な
か
つ
た
。
輸
出
禁
止
の
件
は
一
九
一
九
年
f

ま
で
に
、
事
實
上
一
切
の
.
輸
出
が
許
さ
れ
た
が
、
輸
入
禁
止
解
除
は
英

國
生
I

Q

疆

I

反

對

碧

て

、
I

I

れ
ず
、
か
く
し
5

掌
段
た
り
し
輸
I

は
、
言

I

f

 
I

 

I

化
し
た
。
蕾

響

の

關

税

政

策

は

、
戰
時
の
緊
急
必
要
S

じ
て
帑
さ
れ
た
I

的
關
稅
施
設Q

後
を
受
け
て
、
平
時
に 

於

け

る

保

誕

政

策

の

戡

鏃

を

.服

立

せ

る
も

の

で

あ

つ

た

。
そ

Q

主

髮

法

は

簾

保

謹

及

囊

保

謎

手

續

_

規

則

等

で

あ

つ

た

。

こ
i

.

二
句
五
と
二
十
一
日
下
院
は
歲
入
方
法
寶
會
議
長
ボ
ル
ド
ゥ
イ
ン
が
提
出
せ
る
、
讓
保
護
法
案

f
s
a
f
e
g
-
u
r
d
i
n
g

 

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s

 

B
i
n
)

を
可
队
し
た
。
該
法
案
の
！̂
子
は
、
菌
の
特
達
業
の
保
護
の
同
的
を
.以

て

、

外
國
饗
下
落
の
影
響
及
上 

產
費
以
^

-

の
價
格
に
於
け
るw

i
Q

輸
入
を
防
止
す

i

め

、
及
び
之
に
關
聯

f
i

n

的
Q

S

に
*
特

定

商

品

齒

鳘

黯

す

る 

こ
と
で
あ
つ
た
。
こ

の

讓

は

(

一)

靈

囊

.の
保
護
、0

1
)

不
當
廉
寶
の
防
企
及(

三)

ー
證
則
の
三
部
ょ
り
成
f

の
で
あ 

つ
た
o

こ
の
第
一
部
の
督
I

當
す
f

Q

は
六
S

.

に
達
し
た
が
、
そ
の
三
分
の 

一
I

王
國
內
.
に
®

ざ

f

の
で
あ

つ

た

。 

こ
の
事
實
ば
斯
法
が
I

產
業
の
み
な
ら
ず
、
霞
業
の
創
設
及
靈
を
助
長
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も

の

で

、

？

化
學
工
業
は
仍

瞭
I

保
I

產

Q

下
に
置
か
れ
た
。
か
く
て

j

九
ニ
六
年
化
學H

業
ト
ラK

ト
は
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
資
本
は
四一 .

1
、

H

r

a

n 

—■

ー
〇
磅
に
達
し
た
。 

：
 

.

;
プ

s

i

九1
1
1

年
の
英
國
染
雪
及
ド
イ
ッ
賠
f

關
す
I

f

、
.
ド
イ
ッ
品Q

輸
入
I

f

ら

し

め

て

、
事
實
上
S

產
業 

の
保
護
と
な
つ
た
。 

<

1

■

九
ニ
ー
•

一
年
ボ
ナ
i

.

丨

首
相
と
な
り
た
る

も

、

英
國
關
税
の
根
本
邊
f

情
勢
の
不

利

に
ょ

つ

て

、

之
を
行
は
ざ
I

I

明 

し
た
。 

'
,

.

11

九1
1

三

年

ボ

ー

ル
ド■
ウ
イ
ン
が
：內

閣

の

首

斑

と

な

る

や

、

先

づ

十

月

带

國

經

濟

會

議

を

召

集

し

て

特

惠

_

耽

の
程

度

を

增

進
し
た

。
.

而
し
て
班
に一

般
的
保
謹
政
策
を
提
唱
し
て
、
同
年
秋
議
會
を
解
散
し
た
。
そ
れ
は
外
國
n
nf
l

の
英
國
市
場
侵
入
を
防
遏
し
、
_
內
產
業 

の
維
持
發
迖
を
計
り
、
失
業
^

減
少
に
資
す
る
爲
め
、
必
需
食
料
品
を
除
く
凡
て
の
製
造
妝
に
課
税
せ
ん
と
す
る
も
の
で
ぁ
っ
た
。

•€ 

る
に
選
擧
の
結
1

は
保
守
黨
に
不
利
に
し
て
、
翌
ニ
四
年I

月
、
第
一
次
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
內
閣
が
成
立
し
た
。
藏
相
フ
イ
リ
ッ
プ
•
ス
ノ 

1

デ
ン
は
は
川
驢
と
結
び
、
保
適
關
税
に
大
斧
鉞
を
加
へ
、

一
九
一
五
年
の
マ
ッ
ケ
ナ
關
税
を
廢
止
し
、
前
記產

！*
保
護
法
中
の
第
二 

部
た
る
不
當
廉
資
防
止
の
規
定
を
廢
止
し
、
一
一
三
年
の
帝
國
會
議
に
於
け
る
特
惠
關
税
增
加
の
實
行
を
中
止
し
た
。
こ
れ
大
戰
後
の
英 

國
に
於
け
る
、
最
初
の
.
自
出
主
義
へ
の
轉
向
で
ぁ
っ
た
。
當
時
、
保
護
政
策
の
意
味
を
有
す
る
關
税
は
、
僅
に
產
業
保
護
法
第
一
部
.の 

鍵
输
產
業
保
誰
關
税
、
及
び
既
に
植
说
地
に
許
容
せ
る
特
逋
關
稅
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

.

•

.

 

,

.

然
る
に
_
ー̂

ー
ー
四
年
秋
柯
び
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
內
閣
出
現
す
る
や
デ
辟
び
保
謹
主
義
へ
轉
向
し
た
。
首
相
は
前
年
の
議
會
に
於
い
て. 

左
の
如
含
聲
明
書
を
發
し
た
。 

.
,

一
、
產
業
保
護
法
を
明
年
度
に
於
い
て
提
出
す
べ
き
こ
と
。

. 

.

ニ
、

一
九
二
三
苹
の
帝
國
經
濟
會
議
に
於
け
る
特
諶
關
稅
の
決
議
實
行
に
關
す
る
法
案
の
提
出
。

三
、
帝
國
經
濟
調
齑
會
を
設
け
、
英
本
國
に
於
け
る
英
带
國
産
食
料
品
の
消
費
增
加
の
爲
め
に
、
坐
產
販
寶
の
改
善
を
計
る
こ
と
。

四
、
植
民
地
に
對
し
、
特
患
許
與
の
目
的
を
以
て
、E

常
消
費
の
一
般
食
料
品
に
關
税
を
課
せ
ざ
る
琪
。
： 

.
 

之
に
對
し
て
、
自
!.
|
.
1黨
及
び
勞
働
黨
ょ
り
猛
烈
な
反
對
を
兒
た
が
、
政
府
は
方
針
實
行
の
固
的
を
以
て
、
翌
年
二
月
三
H

產
業
保
_

中
續
及
漉
嵛
AW

則
を
決
宛
し
て
、
即
日
之
を
公
布
實
施
し
た
。

同
年
四
月
二
十
八
R

藏
相
チ
ャ
ー
チ
ル
に
依
り
て
提
案
さ
れ
、
そ
の
結
典
-

改
正
さ
れ
た
る
も
の
は
、一

、

マ
ッ
ケ
ナ
關
稅
復
活
、
ニ
、
 

絹
、
人
.絹
關
税
新
設
、
三

、
酸
造
用
ホ
ッ
プ
關
税
新
設
、
四
、
レ
ー
ス
及
び
刺
編
關
税
新
設
、
五
、
帝
國
特
患
關
税
の
擴
張
で
ぁ
っ
た
。 

英
國
Fl
If
l

虫
義
の
終
焉 

九

三

C
.
I
1

三
0七

；}



.

英
㈣

肩
中
_

の
終
桴 

.
九

四

0
5
0
0

 

贺
に
十
二
月一
一
十
一
一
日
に
は
双
物
類
、
手
袋
、
瓦
斯
マ
ン
ト
ル
の
：新
關
稅
が
裁
可
さ
れ
た
。

.
1

九
ニ
ー 

年
の
■

•̂

ま
*

保
誰
洙
の
實
^

^

㈣

^

了
の
切
^

と
^

に
、
歳
入
手
段
方
法
委
員
#

は
、
商
務
省
の
任
命
せ
る
委
員
會
が 

一

.̂

ご
ハ̂

ー
胃
ー
ー
十
九
日
提
出
せ

.
る
報
吿
に
恶
き
、
^

法
第
ー
部
を
觅
に
十
ヶ
申
、
即
ち
、

ー
九
三
六
年
八
月
十
九
日
ま
で
繼
續
す 

べ
念
こ
と
を
決
議
し
、
同
時
に
、
'税
率
の
改
疋
を
提
_

し
た
。
そ
の
稅
率
改
芷
は
一
夂
ー
ニ

年
の
產
業
保
謹
法
と
比
較
す
る
に
、
.
一
般 

的
增
率
を
行
は
む
と
す
る
も
の
.

で
あ
つ
た
？
要
す
る
に
、
之
.
に

依

つ

て

、

一
九
ニ
一

 

年
の
保
護
法
中
、
不
當
廉
寶
に
關
す
る
第
二
部
は 

自
然
消
滅
と
な
り
、
鍵
输
產
業
の
保
護
が 

一
/t
M

く
な
つ
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
X

に
注
意
す
べ
き
は
、
前
記
謂
ふ
听
の
鍵
鑰 

産
業
が
、
^

實
上
、
鏈
鑰
た
ら
ざ
る
產
業
な
.
る
：の
ー
事
で
あ
る
。
輸
入
額
に
於
い
て
も
國
內
坐
.產
額
に
於
い
て
も
頗
る
僅
少
で
あ
っ
た
。 

か
、
る
產
業
を
何
故
保
_

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
の
一
は
戰
時
用
品
自
給
策
で
あ
る
。
歐
洲
戰
後
の
世
见
は
決
し
て
平
和 

へ
の
遒
t

步
ま
ず
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戰
の
危
機
を
孕
み
っ
ム
あ
る
。、
前
記
被
保
誰
産
物
中
に
は
、
大
戰
前
は
F

ィ
ツ
ょ
り
輸
入
さ 

水
.
た
n

i
:M

が
頗
る
多
い
。
そ
の
意
圖
は
洵
に
判
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
ニ
は
英
國
の
諸
カ
ル
テ
ルQ

.

勢
力
で
あ
る
。
被
保
議
ロ i

目 

冲
湔
識
北
學
：丄
業
ト
ラ
ス
ト
、.
人
.絹
ト
ラ
ス
ト
、
キ
ャ
ラ
コ
染
ト
ラ
ス
ト
、
電
機
工
業
力
ル
テ
ル
、
鋼
鐵
ト
ラ
ス
ト
等
の
產
出
に
か
\ 

名
^

の
.
が
そ
の
大
部
分
を
古
め
て
ゐ
る
。
之
を
明
に
す
る
爲
め
に
、
所
謂
鍵
鏡
產
業
と
稱
せ
ら
る
X

も
の
\

ロ§
目
を
列
擧
し
て
置
か
ぅ
0

(1
)

党
成
品
タ
ル
ト
.否
ト
ヲ
問
ハ
ズ
、
光
學
用
ガ
.

ラ
ス
及
光
學
用
品
°

(2
)

ブ
ロ
附
ガ
ラ
ス
器
、
フ
ラ
ス
コ
、
ソ
ノ
他
學
術
用
ガ
ラ
ス
器
及
ラ
ン
プ
器
、
其
他

(3
)

電
流
訐
，
高
溫
計
、
分
析
狎
、
ソ
ノ
他
ノ
學
術
用
器
械
0
 

■
(4
)

康
線
'm

信
用
ヴ
ァ
ル
ブ
及
整
流
器
、
眞
空
管
。

.(5
)

1

火
.

マ
/,

ネ
ッ
ト
\

永
久
マ
グ
ネ
ッ
ト
0:
'

.
;■.

例

ァ

ー
.ク
燈
用
炭
素
。

.
S

莨
大
小
用
針
。

S).

金
屬
タ
ン
ダ
ス
テ
ン
、

#

_

タ
ン
ダ
ス
テ
ン
及
金
屬
ク
ン
グ
ス
テ
ン
製
品
、
及
セ
リ
ュ
ゥ
ム
そ
の
他
稀
有
土
金
屬
の
混
合
物 

•

の

總
て
.

機
化
擧
的
合
成
品
。

一
切
の
精
製
化
學
品
、
及
醱
酵
過
程
に
依
り
て
作
ら
れ
た
る
化
學
製
品
。

’
 

之
に
絹
及
人
雜
關
税
双
物
關
税
、

マ
ッ
ヶ
ナ
關
税(

自
働
車
、
時
訐
、
樂
器
、
活
動
寫
眞
用
フ
ィ
ル
ム)

等
を
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
英 

.
國
鞭
近
-0

保
護
主
義
が
奈
邊
に
そ
の
原
因
を
荷
す
：る
か
は
、
自
ら
明
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

■

一
 

九
ニ
七
年
ニ
八
年
の
兩
年
に
は
重
大
な
る
關
税
上
の
變
動
は
な
か
つ
た
。
依
つ
て
少
し
く
眼
を
關
税
法
制
定
の
經
過
か
ら
轉
じ
て
、 

..そ
め
背
後
に
於
け
る
諸
種
の
氣
運
、
運
動
等
を
一
瞥
し
て
み
ょ
ぅ
。

'

:

一
九
ニ
七
年
に
於
け
る
重
要
な
.
る
一
事
件
と
し
て
、
世
界
經
濟
#

議
を
擧
げ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
當
で
は
あ
.る
ま
い
。
こ
の
會 

爾
忙
於
い
て
、
英
國
は
關
税
障
壁
並
び
に
そ
の
他
の
賀
易
^

限
の
廢
止
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
こ
の
奪
は
戰
後
英
國
が
採
り
つ
、
あ
る
保 

護
主
義
と
、

一
見
矛
盾
す
る
も
の
_
^
如
く
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
來
狹
隙
な
內
國
市
場
を
有
す
る
英
國
に
と
'
つ

て

、
關

税

^

壁

は

望

ま 

し
ぃ
こ
と
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
關
稅
障
壁
は
內
國
市
場
が
廣
大
な
る
時
.
に
の
み
、
そ
の
充
分
の
力
を
發
輝
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。 

然
名
に
敢
て
英
國
が
關
税
壁
を
作
ら
ん
と
し
つ
X

あ
る
は
、
_

國
市
場
が
、
.他
の
關
税
に
庇
誰
さ
れ
た
る
工
業
固
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
依 

ク

て
"

犯
服
さ
れ
る
危
險
に
さ
ら
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
出
來
得
る
な
ち
ば
他
國
.に
も
自
由
貿
易
を
採
ら
せ
た
い
の
で
あ 

る
-.
o

词
様
な
態
度
は
'
一
九
三
〇
平
の
.
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
關
税
平
和
會
議
に
於
い
て
も
現
れ
た
。
そ
れ
は
關
税
の
0,
|

上

を

今

度

ニ

年

間

中

11
-

す 

Y

'L
.
.i
'
Q
、
英
國
商
相
グ
ラ
ハ
ム(

勞
働
黨)

.
の
提
案
に
迤
く
も
の
'た
。
こ
れ
は
事
實
上
不
成
功
に
終
つ
て
了
つ
た
。
惟
り
諸
外
國
の 

先
分
#

名
承
認
を
得
散
か
つ
た
^

け
で
は
な
い
。
英
國
內
に
於
い
て
す
ら
、
グ
ラ 

<

 

ム
は
非
難
さ
れ
た
。
ニ
七
年
と
三0

年
、
こ
の
三 

英
國
自
叻
義
め
奮
 

九

五

：(

ー
一
三0

九)



英
f

出
I

の
終
焉 

九

六

a

s

s
 

年
間
に
於
い
て
、
英
國
民
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
殆
ん
ど
決
定
的
に
保
護
主
義
へ
と
向
つ
て
ゐ
た
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
保
謎
關
税
運
動
の
最
高
指
導
者
は
メ
ル
'チ
ェ
ッ

ト
卿
モ
ン
'ド
で
あ
.る
が
、
彼
は
一
九
ニ

八
年
末
に
身
い
て
、
.金
®
エ
2
の 

最
大
勞
働
組
合(Iron 

a
n
d

 

Steel 

Trade, c
o
n
f
e
d
e
r
a
t
i
o
n
)

を
保
護
關
税
說
の
味
方
に
す
る
こ
と
が
出
來
た
o
更
に
綿
絲
紡
蔚
エ
勞

働
組
合
も
，M
B

H

業
の
保
護
關
税
主
に
賛
成
し

.た
。
こ
\
に
於
.
い
て
か
繊
維
工
業
地
の
自S

貿
易
論
を
保
持
す
る
勞
働
黨
代
議
士
と 

の
間
に
注
因
す
べ
き
紛
議
を
坐
ず
る
に
至
つ
た
。

一.
.九
一1

九
年
末
に
至
つ
て
ビ
1

パ
丨
ブ
ル
ッ
ク
卿
及
び
.

ロ
ザ
ミ
ー
ア
卿
の
保
守
黴
系
新
聞
は
、
特
に
猛
烈
に
保
護
關
稅
を
煽
動
し
た
，
•
 

兩
者
の
相
觉
は
、
前
#

が
英
帝
國
pi

自
_

貿
易
と
鄴
外
關
稅
保
_

を
主
張
す
る
に
對
し
、
後
者
が
英
本
國
の
保
護
關
稅
を
カ
說
す
る
點 

に
在
る
o

.

前
'^

は
外
國
の
農
產
物
に
對
し
イ
ギ
リ
ス
帝
國
の
農
產
物
を
保
護
し
得
る
爲
め
に
、
イ
キ
リ
ス
の
食
料
品
關
税
を
•要
求
し
た
。 

こ

れ

に

對

し

、

口
，
ザ

、、

/

丨
ア
卿
は
食
料
品
の
無
税
輸
入
を
主
張
し
、
そ
の
代
り
國
庫
の
補
助
金
で
地
主
の
損
失
を
償
は
ぅ
と
い
ふ
。

ロ 

ザ
ミ
ー
，ア
评
は
II
I

に
ビ
ー
ウ
ァ
ー
•
フ
ル
ッ
^

と
受
協
し
そ
の
.
綱
領
を
承
認
し
た
。
保
守
黨
は
こ
れ
ょ
り
益
t

保
護
主
義
に
倾
い
て
ゆ 

く

'«

ぇ
て
.

一
，
九

三

〇

华

一

月

三

十

日

保

守

黨

議

員

リ

ー

マ
ー
は

_

會
に
於
い
て「

イ
ギ
リ
ス
領
土
は
領
土
内
の
自
山
貢
易
を
理
想
と 

す
る
一
つ
の
經
濟
的
統
一
體
と
し
て
發
M

す
べ
き
で
あ
る」

と
の
提
案
を
な
し
た
'0

他

の

保

守

黨

議

員

マ

ー

ジ

ョ

リ

ー

•
バ

ン

ク

は

殆

ん 

ど
公
然
ビ
ー
ウ
ァ
ー
ブ
ッ
ク
の
政
策
に
赞
成
の
意
見
を
開
陳
し
た
。

ロ
イ
ド
•

ジ
ョ
ー
ジ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
•
ス
ノ
ー
デ
ン
は
猛
烈
に
反
對
し 

允
。
ボ
丨
ル
ド
ウ
イ
ン
は
沈
默
し
て
ゐ
た
。
然

る

に

ボ

ふ

ド

ウ

ン

月

六
R

倫
敦H

.

於
け
る
演
說
.に
於
い
て
、
保
護
關
稅
の
艰
純 

化
を
要
.
求
し
、
ダ
ラ
ハ
ム
が
ジ
ユ
ネ
ー
ヴ
で
宜
傅
し
た
.

「

關
税
平
和」

に
皮
對
し
た
，o 

二
月
八
日
に
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
內
開
办
前
植 

民

相
-7

、
マ
リ
ー
は
ハ
.

丨

ミ
y

ガ
ム
に
於
け
る
演
說
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
の
演
說
の
趣
旨
に
從
つ
て「

今
後
保
謹
關
税
は
失
業
問
題
に 

於

け
: ^

1
0
尊

ら

建

設
,

な

撰

滅

策」

と

な

る

と

聲

明

し.

た

が
、

.

併

し

彼

は
.
.ボ

ー

ル

ド

ウ

イ

ン

と

ほ

異

つて
、
.食
料
品
關
税
を
拒
态
し

"な
か
つ
た
。
ニ
パ
二
十
日
新
聞
卿
達
は「

合
衆
帝
國
黨」

.な
る
1

新
保
守
黨
を
樹
立
し
、

ー
般
市
民
に
加
人
を
：ア
ッ
ビ
.
丨
ル
し
た
。
保 

、守
鐵
に
.
と
つ
て
事
は
急
迫
し
た
。
.
同

ニ

十

五

日

遂

：に
ボ
ー

.
ル
.
ド
ウ
：イ
ン
は
降
服
し
た
。
彼
"
は

「

そ
れ
が
イ
ギ
リ
.
ス

領

土

の

.
經

濟

的

統

一
 

を
意
味
し
、
.
領
土
h

で
自
山
贸
易
を
行
ひ
、.

必
要
の
場
合
.に
は
他
の
國
に
對
す
る
保
護
關
税
に
侬
つ
て
支
持
を
與
ベ
る
と
い
.
ふ
意
味
'に 

於
い
.

て>」

带
國
内
rl
Fl
l

^

易
に
赞
成
す
る
と
聲
明
し
た
0

併

し「

實
際
上
の
政
策
と
し
て
は
領
土
內
自
出
贸
易
は
不
可
能
で
ぁ
る
。

!•
! 

仏
⑴
領
は
そ
れ
を
欲
し
な
い
讓
を
、
最
も
明
瞭
に
表
明
し
た
。
，そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
.
領
土
內
，E
F1
I

貿
易
は
晋
々
.
が
眼
前
：に
見
る
こ
と
の
出 

萊
る
、

々
領
土
の
終
極
的
な
形
相
で
ぁ
る
。
#

-«

の
政
策
は
•次
の
こ
.と
を
包
含
す
.
る
。
.吾

國

エ

業

；
の

.
保
謹
、
.
領
土
.
內
優
3f
e

待
遇
、
領 

土C

の八
：：
g

化
、
領
土
內
の
協
力」

と
。 

V
 

:
 

•

併
し
ゼ
ー

ヴ
ァ
‘
丨
ブ
ル
ク
ッ
は
こ
れ
で
は
滿
足
し
な
い
。
：彼
は
：全
國
£

旦
：つ
て
.
新
黨
.
の
爲
め
の
_

爭
を
開
始
せ
ん
と
し
た
0

.
彼
は
も
 

イ
ギ
リ
ス
が
カ
ナ
ダ
の
小
麥
を
無
税
で
.
輸
入
し
得
る
な
ら
ば
、
力
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
の
鋼
鐵
や
鋼
鐵
齒
品
：を
無
税
',で
'
輸

入

す

る

で 

I'

あ
ら
う
と
言
明
す
る
。

.
- 

'ノ

三
月
五
日
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
は
遂
に
皡
明
し
た
0

保
守
黨
が
#

び
政
權
を
_
振
る
と
き
.
に
は
、

『

エ
業
の
，徹

底

的

自

衞

.策

.
を
守
る
べ
く
、
.
 

:
新
政
府
.は
就
任
後
直
ち
に
.
イ
ギ
リ
ス
，領

土

の

會

議

を

.
召
.
集

し

て.
、
經

濟

的

統

：ー
(6
¥

能
性
を
論
議
ず
る
で
.
ぁ

ら

ぅ

し

、
.

萬

七

食

料

品

、關 

_

稅
を
制
记
す
る
.と
き
は
、
特
別
の
网
^
投
票
に
ょ
:1
)
て
決
定
す
る
と
。
ビ
ー
ヴ
ァ
ー
ブ

ル

，
ッ

ク

は

.即

日

聲

明

し.て
.
.日
.く 
'

「

余

ほ

：、ボ
ー
ル 

:

ド
-
ウ
イ
ン
の
演
說
に
赞
成
で
ぁ
り
、
且
つ
自
分
：の
政
黨
を
解
散
す
る」

と
-0
,
: 

.....丨

 

四
n

八
日
ボ
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
は
自
山
主
義
の
本
據
マ
.

.

ン
チ
：千
ス
.タ
彳
で
.
宣
言
レ
.た
'「

害

國

の

.政

治

家

を

三

代

に

亘

つ

て

支

配

し

た

自 

曲

放

任

生

義

の

終

末

が

見

ら

れ

る

。

自

出

貿

易

，の

時

代

は

過

ぎ

去

る

。

'
.そ
.
れ
は
..も
：は
や
今
：日
新
し

.
い

自
11
1

貿

易

生.
義

者

が

生

'れ

セ

來

な 

,い
如
ち
..だ
.

」

.と

.
0
.
.
.
.
.
.
. 

■
 

'
入
.
'
.
.
.
.
:
.

\
V
:
:

へ.
'
'
'
'
'
'
.
.
'
:
• 

V
.

へ
：.
.

.

.

.

.

英
阈 
n

rl
l

fK

義 Q

 

終

焉 

九

セ

.

c

r

m

rv-〕



英
|

1

義

塞

焉

：
：

 

九
八r
 

c

f

r

l

v

I.

併

し

：乍

ら

自
ti
l

貿
易
か
ら
保
護
關
税
べ
の
イ
ギ
リ
ス
の
終
極
的
移
行
を
示
す
も
の
は
、
七
月
五
日
に
公
表
さ
れ
た
る
イ
ギ
リ
ス
大
银 

霞

連
0

保
義
留
易
宣
言
で
.
あ
る
-0

こ
'

の
决
議
は
_

凼

貿

易

：の

德

銃

を

打

破

し

：て
：、

.

.英

帝

國

外

：の

諸

國

か

ぢ

來

る

徽

で 

を

課
1:

皆

こ

：と

を

要

求

し

て

ゐ

.
る
0
:
:そ
.
の
署
名
者
ほ
、
：十
ッ
ケ
.
'ナ
ゴ
ビ
.

1

ズ
、
0

ロ
イ
^
 

を
 

ン
シ
テ
ル
銀
行)

-;

ビ
ア
.

ス
テ
：ッ
ド

(

ロ
：
丨

ヤ

：ル
：
：
シ
：
エ
：：
ル

お

油

會

社

マ

^ ̂

ハ
ム
ブ
ロ
ー

(

ハ
ム
ブ
ロ
ー 

銀
行
；

l

ゼ
.丨
.
コ
ッ
ク
.(

ベ
ア
リ
：.ン
グ
銀行

}
:

等
々
十
五
名
の
大
銀
行
の
.
指
導
翁
及1 

一m

■
の
：大

工

業

家

で

あ

る

o

x

1

:リ

レ

ー

銀

徉

の

：
頭 

取

グ
I

イ

ナN

も

こ

れ

に

關

係

し

，
て
：
ゐ

,

こ
0

中
、
:T

ッ
ケ
ナ
及
.
ビ

ー

ズ

は.一
。
、
九
 

一|

六
.年
；の
有
名
な
國
§

行

家

：
€>
.
:@:

由
貿
1-

且
：
 

言
に
署
名
し
.^

人
.
々
で
あ
る
。
そ
1>

て
こ
'

の
決
賺
は
保
守
黨
、\

勞
働
黨
及
自
出
黨
の
_
指

導

者

に

遂

仗

；さ
：

^

る
：こ
と
：に
^

つ
た
o

保
守
黨 

の
i

主
義
化
は
言
ふ
ま
で
，も
な
い
o

勞
働
組
合
も
婉
曲
.
な
言
莱
で
領
土
內
自
由
貿
易
に
賛
成
し
て
ゐ
る
し
、
ト
ー
マ
ス
は「

双
府
が 

關

税

政

策

編

し

：て
、

.
何
等
の
萊
营
し
に
、
：秋
の(

f
一
九
一.
ニ̂
 

こ
れ
：等 

の
事
は
'
イ
ギ
リ
ス
.
の
自
由
主
_

の

終

焉

と

保

睡

關

税

へ

の

進

展

を

明

示

し

セ

，お

る

0

.:

.

.

:

.バ

:.
* 

,

.

.

こ
.
の
：傾

向

は

關

税

平

和

會

_

の
關
税
休
戰
協
定
に
對
す
る
イ
ギ
リ
ス
委
員
の
同
意
拒
絕
に
も
見
出
さ
.れ
るo

元
來
、
こ
れ
は
1«
述
の

如

く

勞

働

黨

內

閣

の

商

相

グ

.ラ <
.

ム
：0
提

案

に

か

ム

り

.、

「

1
ケ
年
間
だ
け
關
税
：を
引
上
げ
な\>
>
べ
と
：.の
協
卑
に
過
ぎ
な.
.い
。
f

m

0

間
中
と
雌
も
、
之
を
破
棄
す
る
個
々
の
®

の
.：權

利

は

放

棄

さ

れ

て

ゐ

な

い

.
。

こ

の

貧

弱.な

條

約

で

さ.へ
：
、'
イ
ギ
リ
ス
.委

員

に

依

り

て

拒 

ま
.
れ

た
® 

•

'
獨
卜
レ
資
本
^

義

へ
の
英

國

の

轉

化.は

、
單
に
保
瞧
貿
易
を.激
成
.せ
.る
，.の
み

で
な
ぐ
.
、
：
.
.
'

ぞ
.
の
.，嫡
子
-フ
 
>

.

シ
'
ズ
.
A
.を
生
.む
だ
0
,ニ.，
.
-

i
j
r
l
o

 

年
十
二
月
に
於
け
る
モ.
1ズ
リ
ー
宣
言
が
之.で
あ
る
。
こ
れ
ょ
り
先
同
年
：五
月
.モ
ー
ズ
.リ
丨
は
同
僚
V

I
マ
ス
：.の
失
•業
對
策
を
亂
背
レ 

て
.辭
職
し
た
。...そ
の
批
判
の
：.本
質
は
#
.出
補
助
.に
依
....
っ
..て
.恐

慌

を

緩

和

せ

.：.ん

と

す

，.る
'ト
1

マ：；
ス
'
:と
..ば

反

對

圮•/
.
-
'

「

國

，內

市

場

：て

主

意

を

句

：

.

け
•.し
.
め
む
と
す
る
に
在
'̂
?

.
モ
'

丨
ズ
9

丨
は
六
十
才
以
上
：の
總
て
の
勞
働
者
に」

週

一
磅
の
华
金
を
與
へ
る
こ
と
、
及
、び
義
務
敎

育

年 

餘
を
十
五
才
f

c
î

上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
四
十
'三
萬
人
の
勞
働
求
職
者
を
市
場
か
ら
^
去
る
こ
と
が
出
來
る
と
い 

ふ
。
尙

、

こ

の

他

に

、

三

十

萬

人

を

土

木

事

業

に

使

用

せ

よ

と

い

つ

た

..
0

こ

のモ
ー
ズ
リ
ー

が.
十
二
月
初
め
に
、
他
の
十
六
人
の
勞
働 

黨
議
員
等
と
共
に
、
*-
—*

つ
の
覺
書
を
發
表
し
た
0

そ
の
覺
書
は
先
づ「

第
十
九
f

に

生

れ

た

！

I
#

機
關
を
以
て
、
經
濟
恐
慌
に
常
る
事 

.
は
不
可
能
で
あ
る」

と
の
斷
定
か
6

出
發
す
る
。
.
政
府
は
五
人
の
無
任
所
大
臣
か
ら
成
る
非
常
時
內
閣
の
手
に
歸
す
べ
く
、
平
常
時
の 

內
閣
は
、
執
行
機
關
と
し
て
よ
り
廣
沉
な
働
き
を
す
る
。
又
、
イ
ギ
リ
ス
經
濟
の
生
體
に
合
理
化
を
遂
行
す
べ
き
全
國
的
經
濟
的
計
諶 

組
織
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o
.

農
業
生
産
と
工
業
生
產
の
間
に
は
、
，新
し
き
均
衡
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
經
濟 

の
將
來
は
國
内
市
場
を
蕋
礎
と
す
.べ
き
で
.
、
之
亡
對
す
る
外
部
よ
り
の
侵
入
を
防
ぎ
、
又
、
勞
働
者
の
購
賈
カ
を
增
加
さ
せ
ね
ば
な
ら 

ぬ
。‘
こ
れ
が
爲
め
'
に

は

輸

入

：監

督

局

を

設

置

し

.
て
、
食
料
品
及
び
原
料
品
の
輸
入
を
銃
制
せ
ねS

,

な
ら
ぬ
。H

業に於
：
^

商品
 

局

を

設

置

，じ

て

、
關

税

又

は

認

可

ぬ

依

り

て

、
：：商

品

輸

入

を

銃

制

す

る

：

0
:

更
に
恐
慌
.
の
.
直
接
的
克
服
.の
.
爲
.
め
忙
は
、
大
規
模
な
公
共
事 

業
及
び
國
一
家
的
依
宅
建
築
を
要
求
す
る
。

.

等
々
。
：

而
し
て
日
<

n

吾
々
は
こ
れ
等
の
實
際
的
政
策
を
提
|1
し

た

か

ら

と

言

，つ
，
て
>
'
吝

々

の

社

'#
^
義
的
^

言
を
放
棄
す
f

の
で

は

な

.
 

s

o

直
接
的
な
間
題
は
、
：誰
が
イ
ギ
リ
ス
產
業
を
所
有
す
：ベ
.
き

か

で

な

：ぐ

し

て

、
：イ

ギ

リ

ス

產

業

全

體

の

杯

在

の

問

題

：で

あ

る

。
：苦

々

■
 

ば
勵
拢
的
危
#

に
當
奋
爲
め
ぬ
、
即
時
的
行
動
を
要
求
す
る」

.

：と
。
と
れ
は
明
如
に
成
長
し
つ
V

あ
る
.
イ
ギ
リ
ス
，
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
⑩
本 

的
文
箐
で
あ
：る
0

:

そ
の
プ
ロ
グ

ラ

ム

は

勞

働

容

階

級

、
：：
保

護

關

税

主

義

者

、
一
等
の
要
求
：の
，混

合

物

で

あ

り

、

と

：
.れ

を

フ
ァ
シ
ス
ト
的
方 

法
.
で

實

瑰

せ

ん.と

ず

る̂:
^

で

あ

り

、
そ

の

：理

論

的

基

礎

は

-»

組

織

化

さ.れ

た

資

本

主

義

」

の
.
理
論
で
あ
る
。
そ
の
费
名
者
は
大
工
業 

家

に

：し

て

：そ

の

首

相

た

る

ボ

ー

ル

ド

ゥ

イ

ン

泠

子

息

ゲ

力

.

u
>
,
、 v

卿

の

伴

モ1

ズ
'
9

:

1
、
及
同
夫
人「

左

翼」

.

獨

立

勞

働

黨

の

ダ

ル

1 

.

^
阀
自
ぬ
^

_«>
終
^

..
九

九

Q
l
H
l
j
l
D



英
«

l*
I
)
f!
i

m
 
.

の
終
焉
 

-

G

o
 

c

t

sPH
.
o
 

^

、
痛
ち
^

务
*

ズ
ラ
'
ウ

ン

Rゝ

<

フ
'
オ
.ル
ガ
ン
博
士 
.等
、
坑
夫
議
員
ビ
I

ヴ
ァ
ン
«

で
鈴
る
5

夺
れ
.は
ネ)

ギ
リ
へ
ス
，
太
^

.

ル
.ー
ジ
ョ
ァ
ジ
ー 

0-

少
妣
政
治
家
の
精
神
的
指
缂
下
に
在
る「

左
？

ふ

「

右

寒

)

の

混

合

物

で

ぁ

る

々

'

' .

.
が
V
:
る
狀
勢
に
適
合
す
ベ
く「

學
者J

.
.

が

登

場

し

た

。
ゲ

ー
シ
、ズ

義

ス

ダ

ァ

ブ

哝

そ

：の

li
l

ft
l

M.

接

主

義

を

放

棄

し

て

、

ィ

ギ

リ

-
ス
に 

於
け
る
金
般
的
關
税
の
制
宠
に
賛
意
を
表
し
^

。
ケ
ー
ン
ズ
は
原
料
品
及
食
料
品
を
除
く
全
.
商
品
に
對
す
る
一
割
の
財
政
關
税
！
を
主 

張

し

、

ス
へ
グ
ン
タ
は
そ
れ
で
も
關
税

.
の
制
定
を
、
#

^

水
準
が
戰
前
©

咼
さ
'
に
.
達
す
备
ま
で
の
間
に
限
ら
ぅ
.
と
し
た
0

:

-

:

ィ
ギ
リ
ス
產
業
家
の
大
團
體
た
み
ブ
リ
テ
ン
産
業
聯
合
會
呔
、：

全
般
的
價
値
關
税
制
宛
の
具
體
的
要
求
$:
■
•

揭
げ
た
。

：

ニ
ニ1

取

四

月

-初

め

ボ

ー

ル

ド

ウ

ィ

ン

は

ビ

ー

ヴ
ァ

ー

ブ
ル
ッ
ク
の「

割
當
制
度
、
外
國
食
料
品
の
輸
入
禁
止
或
は
關
税
賦
課
に
依
つ 

.

て
'

、取
に
.エ
業
の
み
な
ら
ず
、
吾
が
國
内
.
の
'
小
麥
及
.び一

般

農

產

物

を

も

發

展

せ

し

め

る

爲

め

の

：政

策

が

行

'は

れ

な

く

V

は
な
ら
な
い」 

と
い
ふ
}

i

求
を
承
認
し
、
之
に
侬
つ
で
保
守
黨
は
ィ
ギ
リ
ス
八
十
年
の
傅
統
と
絕
緣
し
て
最
終
的
に
食
料
品
保
謹
關
税
策
に
轉
向
し
た
。

1

ー
ニ
¥:

の
芷
月
以
降
'

ィ
ギ
认
ス
.

の
外
國
貿
恭
は
月
々
に
惡
化
し
た
0
.

'

,'

-

’

：
 

' 

.

輸
入(

千
磅〕

 

V

輸
出c

千
磅
；

>

.五

.

.
月

.

.

.

. 

•

，

：

：

：

：
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八
九
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三
三
八
九
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六
■

月
.
• 
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• 

.

.
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.

.. 

•

•

•

•/n
m

a

o

,

.

:

*
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.

.

.

.•

.

:

.
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_

九
办
三
.

七
' 

.

'月
.
：
.
‘
.
.
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.

:
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•

:六
五
一
一
一
、
：

.
•

：

•
..
•

•

:

.

: 

•，.
三
.：
n
l -
.
.

「
五

A

,

.

月
'
.
.
.
.
.
.
.

六

.-*
四 

一
：

：
：
；

：
、
；

九
';

一.■四

.

九

.

.

.

 

'
'
.

月
.
'
-
•
■
•
.
.
.
*
.
.
.
.
. 

■
 

. 

•

.’
/ >

八

三

一:

T

.

:
 

.•
 

• 

V
.

 

•
.
.
.
.
.
.

1

 

|

九

八
J f
..
 

.

■-
■

，
從

づ

て

保

護

贸

易

如

自

山

贸

易

か

の

問

題

が

汐

選

擧

圆

爭

の

中

心

と

な

っ

た

。
：

- 

.

.

.

■
B
H
P
.

 

.......V'...'.

.

_

B̂
S
I
E
S
B
S
Ŝ

保
守
黨
め
態
度
は
決
定
的
で
ぁ
る
。
勞
働
黨
は
、
勞
働
組
合
總
評
議
會
が
八
W

末
に
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
政
府
に
從
愤
一
割
の
財
队
關
揿 

を
提
案
し
て
ゐ
る
の
み
、
自
出
貿
黏
の
舊
い
旗
印
を
か
、
げ
た
o 

-

 

選
擧
の
結
艰
は
自
F1
I

黨
が
た
つ
た
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
縮
少
し
、
擧
國
ニ
致
內
開
が
出
來
た
。
こ
の
內
開
に
は
ィ
ギ
リ
ス
議
脅
政
治 

史
上
未
聞
の
と
と
が
行
は
れ
た
。
そ
れ
は
ス
ノ
ゥ
デ
ン
、
シ
ン
ク
レ
ァ
>
 

サ
ミ
ユ
ヱ
ル
及
び

マ
ク
レ

ァ
ン
の
四
人
の
自
出
貿
易
主
義
火 

臣
が
、
總
て
の
.
{元
成
商
品
に
全
般
.
的
保
謹
關
税
を
賦
課
す
る
と
の
閣
議
決
走
事
項
に
、
公
然
闘
爭
す
る
と
い
ふ
權
利
を
留
保
し
た
。

併
し
保
護
關
税
制
度
は
一
歩
く
實
現
さ
れ
つ
\

ぁ
る
。
咋
年
九
月
に
は
，煙
草
關
税
が
引
上
げ
ら
れ
た
。
十
一
月 

一
H

に
は「

ダ
ン 

ピ
ン
ブ
防
止
の
爲
め
し
#

常
關
税
法
が
實
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
家
庭
用
陶
器
、
双
物
、.
ラ
デ
ォ
セ
ッ
ト
、
毛
織
物
、
紙
類
等
十
一
種
目 

の
{

元
成
品
に
從
價
五
割
の
課
税
を
規
宛
し
て
ゐ
る
。
十
二
月
：一
日
に
は
：こ
れ
は
更
に
擴
張
さ
れ
て
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
毛
絲
、
リ
ン
ネ
ル
布
.
 

等
十
一
.種

！！！！

に

同

じ

く

五

割

の

從

愤

税

が

課

せ

ら

れ

た

。

そ

の

.
結
娘
は
商
務
省
議
會
委
員
の
.
十
二
月
四
日
付
議
會
報
吿
に
依
れ
.
ば
、
{元 

成
c
ff
-
f
l及
半
製
品
.(

一
九
三
〇
年
輸
入
額I

一
一
億
七
百
萬
磅

)

に
一
億
一
千
萬
磅
の
關
税
が
課
せ
ら
れ
て
思
り
、
そ
の
中
三
千
七
百
萬
磅
が 

こ
の
1

1

つ
の
規
宠
に
恶
い
て
課
せ
ら
れ
る
°

そ
.
の
他
に
十
一
ガ
ー
?

五
R

ょ
り
實
施
さ
れ
た
る
十
割
關
税
が
ぁ
る
。
こ
れ
は
党
成
品
又
は
半
製
品
に
し
て
、
そ
の
輸
入
が
異
常
の 

額
を
示
す
場
合
、
從
價
十
割
を
越
ぇ
ざ
る
脆
圍
杓
で
、
，M

相
の
自
li
l

m

i:

に
依
つ
て
、
決
を
«

_

さ
れ
る
。
但
し
通
過
㈣

ロ
⑽
に
®

し
て 

は
課
税
も
歎
い
.
、
期
限
六
ヶ
月
。
'
_ 

•

.'
■

'
 

k

に
本
^

四
月1

一
十
.
一
日
英
國
政
府
は
、
輸
入
税
諮
問
委
員
會
め
勸
獎
に
恶
き
、
昨
年
末
實
施
せ
る
從
價
五
»

Q

非
常
輸
入
稅
法
を 

四
月U

十
六
日
限
h

廢
II
:

し
、
該
課
税
品
回
を
全
部
從
领
.
一
割
一
般
稅
表
に
移
し
、
同
峙
に
そ
の
税
表
屮
完
成
品
類
大
部
分
に
對
し
:-
--
 

割
；(

例
外
ぁ
り)

ハ

贅

澤

品

に

對

し
—

割

五

分

乃

至1

」

：割
"

鐵

鋼

半

製

品

に

ニ

割

三

分

三

座

.
の
，4

^

附
加
税
を
課
す
べ
き
旨
公
布
し
$

 

狭
約
6

山
虫
：莪

の

終

焉
. 

1

01
(

5

ニ

五
9



英
N

c

il
l

主
義
の
終
焉 

• 

S

三
.
H

-'
o

右
附
加
税
は
现
相
浩
L>
x

は

近

き

將

來

、

國

內

：
に

於

：
い

，て

相

當

價

額

1€

て
充
分
生
漉
ん
得
る
見
込
：あ
る
も
'
の
'
を
保
護
し
、，.
旁
、
賛
澤
品 

の

輸

入

を

制

限

せ

ん

と

す

る

趣

旨

に

饨

，で

た

る

も

.
の
で
:

鐵
鋼
製
品
に
就
い
て
は
、
.
最
少1

二
ヶ
月
間
、
叉
其
他
に
付
て
.は
十
二
ケ
月
間 

税
率
を
輕
減
さ
れ
な
い
規
定
.で
あ
る
。
M

に
K

月
九
ロ
の
下
院
に
於
い
て
、
藏
相
は
絹
織
物
生
産
業
保
酿
の
緊
急
必
要
を
說
き
、
翌
十 

ロ
暫
宛
的
保
護
施
設
と
し
て
、.
絹
物
に
對
し
、

I

割
の
從
價
附
加
稅
を
課
す
る
案
を
提
出
し
、
十
一
W

か
ら
實
施
す
る
に
至
つ
た
。
こ 

の
結
艰
と
し
て
、
從
來
絹
_

は
十
四
割
、
富
士
絹
は
九
.割
、
：羽」

：1

は
五
割
：

(

本
年
五
月
初
句
相
場
に
て)

.
に
當
れ
る
稅
率
が
、
更
に 

從
憤

1

割
の
附
加
税
を
課
せ
ら
れ
る
事
と
な
つ
た
。

：
.■

•

:

•
: 

.
 

/

 

.

前
述
せ
る
如
き
英
國
關
税
制
度
の
漸
次
的
樹
立
は
、.
世
界
經
濟
の
全
面
的
保
護
主
義
の
一
部
を
な
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
世
界
の
高 

率
關
稅
障
壁
を
敍
す
る
は
木
文
の
回
的
外
な
る
が
故
に
、
之
を
省
略
す
る
け
れ
ど
も
:'
-

>

米
國
は
建
國
以
來
の
保
護
主
義
國
.で
あ
り
、
フ 

ラ
ン
ス
亦
之
に
劣
ら
な
い
。
實
に
工
.
.
コ
ノ
ミ
ス
ト
誌

.(
昨
年
士
1

旧
十
五
日
號
3

.

に
依
れ
ば
、
昨
年

I

ヶ
年
中
に
、
新
關
稅
の
賦
課
又 

は
舊
税
率
の
引
上
は
約
六
十
件
に
及
び
、
國
过
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、：
イ
ギ
リ
ス
1

イ
タ
リ
ー
、
.
オ
ラ
シ
グ
、
チ

H

ッn

へ 

チ
リ
、'
ベ
ル
ギ
ー
、へ
友
那
、
カ
ナ
ダ
、：
南
阿
、
イ
ン
ド
、
，
ア
ル
ゼ
ン
^

ン.
、

コ
ロ
ム
.ヒ
ア
、
シ
ャ
ム
、.
.海
峽
植
民
地
、
' 

エ：デ
ブ
ト
、
ス 

ぺ
イ
ン
、
' 

.ス
牛
.ス
，、
ソ
ヴ
' 

エ
ト

，
ロ

シ

ア

、
ユ
1

ゴ
1

ス
ラ
ビ
ャ
、
，
や.
ル
ガ
イ
等
.
に
及
ん
で
ゐ
る
。
か
、
る
周
圍
の
事
情
に
包
ま
れ
た
る 

イ
ギ
リ
ス
が
、
自
曲
貿
為
政
策
を
採
り
得
ず
し
.
て
、
：保
謹
主
義
へ
'

の
.
急€
度
施
囘
を
行
つ
.
た
と
と
は
當
然
と
い
は
ね
ば
溆
ら
ぬ
。
然
る 

に
旣
述
.の
如
く
、
狹
隘
な
る
內
國
布
場
を
有
す
る
國
に
相
つ
て
は
、
保
誰
關
稅
は
比
較
的
效
果
が
藤
弱
で
あ
る
。
旣
に
保
護
主
蕺
へ

移
 

行

せ

る

イ

ギ'及
ス
，ブ
：ル
.ジ
ョ
ア
ジ
ー

に

と

つ
て
、

次
の
問
題
は
]«
^

な
る
內
國
市
場
の
獲
得
で
.
あ
る
。
大
英
國
十
字
眾
速
動
は
か〜

る

.
 

使
命
を
有
す
る
も
の
で
あe

、

才
ッ
タ
ヮ
英
帝
國
會
議
、
亦
、
か
、
る
關
聯
に
そ
の
1.

の
目
的
を
持
つ
。
故
忙
少
し
く
こ
の
會
議
に
就 

ぃ

て

記

述

し

ょ

ぅ
0
'「

:;
'
.:,

ゾ
'

:

っ
-

:

'

:

-

'

「

英
帝
國
會
議
は 

一
A

八
七
年
に
於
け
る
英
植
民
地
首
相
會
議
に
始
る
。

一

九
三
〇
年
十〗

月
一
日
第
一
囘
の
英
帝
國
#

議
は

a

ン
ド 

ン
に
開
#

さ
れ
たo

ぶ
の
：會
議
に
於
い
て
.，は
經
'濟
問
題
殊
_
に
英
帝
國
内
相
7/
:

贸
易
促
進
問
題
.
を

中

，心

と

す

る

实

帝

國

内

特

1

關
税
政
策 

の
味
擇
、
主
要
坐
產
品
の
割
當
制
度
等
の
諸
問
題
に
就
い
て
、
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
が
、
何
等
興
體
的
決
定
を
見
る
に
到
ら
な
か
つ 

た
。
勞
働
大E

H

ト
ー
マ
，ス'
は
午
鐽
會
の
席
上
で
次
の
如
べ
沄
っ
た「

從
來
、
吾
が
全
自
治
領
の
首
相
又
は
代
表
者
達
は『
自
治
領
第
.
一
、
 

帝
國
第1

1』
.

と
言
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
は
亦
ブ
リ
テ
ン
の
立
場
で
も
あ
る
っ
余
は
政
府
.の
.名
に
於
い
，.て
貢
ふ
が
、
政
府
の
第
一
に
考
へ 

る
こ
と
は
政
府
自
身
.の
_

で
..あ•

る
.

」

.
'と
。
'

&

の
.
言
葉
は
，^
1

會
爾
の
金
貌
.の
^.

し
い
.
特
徵
っ
け
.，で
.
あ
；る
：0,
.
.
.ど
.
.の
自
vf
f

も

各

國

の

エ

業
.
 

の
爲
め
；
に
1

保
護
關
税
を
要
求
し
て
ゐ
る
。
铯
0

て
带
國
柯
自
凼
貿
易
は
”

.最

初

か

ら

僵

：に

'

.%

ら
な
い
。

:

:

v

:

:

:

{

.

亦
、
.
當
時
イ
ギ
リ
ス
勞
働
黨
政
府
は
帝
國
會
議
に
於
い
て
確
固
た
る
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
持
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
勞
働
黨
政
府
は
帝
國
內 

自

凼

貿

易

に

反

對

す

、る

と

共

に

、
：
：食

料

品

關

税

の

：制

定

に

反

對

1>

た

。
，
.さ
：れ

ば

會

鱗

の

指

導

は

全

べ

ヵ

ナ

.
ダ

首

相-
 

し
.た

。
，
ベ

ネ
.ッ
ト
は
領
.
土
.

c

部
の
'】

.
割f

逋
待
遇
案
を
提
案
し
た
。
：同
時
に
、
小
麥
の
割
當
制
度
も
提
案
さ
れ
た
。
併
し
全
般
的
一
割 

特
惠
待
遇
は
、
少
く
と
も
イ
ギ
リ
ス
.

に
於
い
て
領
出
外
か
ら
來
る
食
料
品
及
原
料
品
に
關
税
を
制
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は 

ォ
ッ
-
タ
ワ
，會

議

を

敍

す

る

際

.
に
述..ぶ

，べ

き
理
_

に
放
：つ
：
て
，

著

る

し

く

闲

離

で

あ

，
る
。

か

く

て

食

_

は

ヴ

ア

ル

ガ

が

「

一
九
三
〇
年
第 

三
四
半
期
め
經
濟
及
經
濟
撤
策
.
に
.
於

い

：セ

豫

言

せ

：る

如

く

'、

何

等

稹

極

：的

結

梁

#

1>

に
.慕
を
閉
ぢ
た
の
で
あ
る
。
唯
、
帝
國
内
相
互 

貿
易
促
進
.
の
緊
要
な
る
こ
と
を
認
め
、
之
が
實
行
手
段
考
究
の
爲
め
、

1

年
以
內
に
更
に
和
蘭
の
オ
ッ
タ
ワ
に
會
議
を
開
他
し
、
討
議 

を
續
行
す
る
こ
と
\

な
つ
た
。
然
る
に
偶
.*
,

オ
1

_

ス
个
ラ
リ
ア
及
び
；1
ー
;1
'
:

ジの都合に依り，

、

之

を

延

期

 

し

て
-,
'

1

九
£

1

.

〕

年

七
.

5

ー
十
ニ'
日
-̂

々
.オ

：ッ

タ

ワ

に

開

か

れ

^

で
と
-
^
な

づ

た̂

之
に
參
加
せ
る
も
の
は
英
本
國
を
始
め
と
し
て
、〗

.力 

戈
ダ
.-;
:

'

ア
イ
，'ル.
.
“フ
ン
>

、..：
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

一
一
ュ
丨
ジ

ー

ラ

ン

ド

、

南

阿

聯

邦

、

一
一
ュ

1

フ
ァ
ウ
ン
ド
ラ
ン
ド
、
イ
シ
ド
、
南
口
1 

'

英
國
.自
由
、漏

の

終

焉

 

.

.

1

0

S(

ニ

三1

七)



し 

,
 

-
■ 

. 

.

.
;

.
1

 

.
英
瀾
自
*

生
義
の
終
焉
；
 

.
•-
•
.
〇
四

i

 

ニ
.
6
 

一：
'
 

テ
タ
ア
の
九
邦
代
表
で
ぁ
0

:た

..
0

. 

:

..•
/
. 

■'

::
.
- 

:
: 

. 

, 

•

し！
 

. 

i

そ
の
議
題
は
：

(
<
)
.
；

•一
搬
貿
易
關
係
，

(

B

)

通
貨
及
金
融
問
題(

C

)

通
商
協
定
の
商
議
で
ぁ
る
が
、
；そ
の
.由
、
f

m

要
な
る
も

の
が
、
,

(

<

)

の

(
一)
な
る
、
英
帝
國C

實

易

に

關

係

ぁ

多

通

商

及

關

税

政

策

；の

審

議

'
に

在

る

は

勿

論

セ

ぁ

：
る

o(

A

)

；.
の
.(

.

一)

は
®

 

.

に
-
^
分

さ

れ

て
.-
!

,

I
 

, 

- 

. 

v
.

-

, 

' 

- 

■
'

、'

.

,

.

.

:

-

〕

—

咖

關

係

に

在

る

：通

商

及

關

税

政

策

'の

靡

議

及

び

袁

.(

七
'

)

观
,^
^

び
今
^

^

鹿
關
係
を
英
站
國
內
：.1
.
_般
に
.
適

用

す

る

，
こ

'
と
；
，

.

、

-

■̂

外
8

に
爽
へ
居
る
歸
税
上
の
利
益
を
、
英
带
國
內
の
他
の
部
分
に
.も
及
ぼ
す
こ
と
：'

> 

‘

:(

A

英
帝
國
內
の
關
係
に
於
け
る
輸
出
補
助
金
及
.び
不
當
糜
■

»

■

'

_

:.
\
:
:
e

」

特
憇
税
率
を
f

.

る
に
必
要
な
る
：li

r
e

 

d
i
n
t 

<
商
ロ
叩
の
；
含

有

す

：
る

英

帝

：國

的

原

料

及

び

勞

カ

> 

の

割

合

.

を
決
定
す
る
：こ
‘

,

^

0

の
五
：つ
.
に
な
，つ
て
ゐ
る
0

.

:

:

 

'

. 

そ
'
の
成
.^

は
.

(

一)

決
議
^

羽
o

一.

)

英
國
と
諸
.自
.
治

領

(
ァ
.
ィ
ル
.

ラ
ン
ド
を
除
く)

.：.間
0

«

»

0

3

英
國
と
印
度
間
の
協
定
に 

分

れ

る

が

、
：
こ

〜

で
.
特

に

、問

題

と

す

べ

.き

は

、

(

ニ)

：
の'淡

國

と

諸

：自

治

領

(|
|

]

の
.
協

定

で

ぁ.る
:°

そ
の
要
.
點
を
擧
ぐ
れ
ぱ
，

(
I
)
.

英
國
現
行
法i

m
p
a

 

d
u
t
y

 

a
c
t

に
依
り
.無
税
の
.英
帝
國
產
品
.は 

一
*

^
^
^

C

-5

'英
國
は
協
■定
附
表
指
宛
の
外
國
品
に
一
忠
‘Q

.

税

率

を

課

す

る

ょ

ぅ

、

.

指
置
す
べ
し
.(

'
そ
の
品
回
は
、
辦
、
冷
凍
^

、
和
和
、

>

 

バ
タ
人
.

チ
1

ズ
'
、
粉
ミ
ル
ク
等)

 

：
：

‘

.: 

' 

.

,

.

，

(

三
>

'

«

定
附
表
に
指
定
す
る
外
國
.品
に
對
す
.る
英
國
現
行
輸
入
稅
率
ー
割
は
、

^

、
：-•
-
'
.
.
へ

'
.
.
. 

: 

. 

. 

..... 

.
-■
 

.

.

.

.
V
:
.

:

.

ふ

.

.：
ン

卜
' 

.

.
ム

〈

四
.

)

_

治
領
は
夫
々
の
協̂

P

表
it

掊
宛
す
み
英
國
品
に
對
し

、

特
惠
を
擴
張
又.

は
維
持
す

(

絹
、
人.

絹
、
綿

織

，物

、

電

氣

村

料

、
， 

1

_

及
び
銅
製
品
、：
化
擧
響

i

等
を
含
む)

(

五)

.

(

：ィ
>

自
治
領
の
保
謹
關
税
は
目
的
達
成
の
見
込
あ
る
產
業
に
付
'て
の
み
實
施
す 

——

.

(

.

ロ)

.

自

治

領

：は

生

產

費

の

關

係

に

於

い

，
て
、
輸

入

英

國

品

が

當

該

自

治

領

產

品

と

合

理

的

競

爭

.を

.な
し
得
ざ
る
如
き
高
率 

の
保
謎
關
税
を
設
け
ざ
るS

義
を
と
る
.
べ
し
。

.

.

.
-

 

(

山ハ)

英
國
植
民
地
及
び
保
誰
領
と
自
治
領
.間
に
、
特
it
r

i

係
を
.結
.ぶ
様
措
置
す
べ
し
等
'
で
あ
る
。

か
I

成
艰
を
.
如
何
ft

評
價
す
‘
る
か
は
、
評
者
の
見
地
如
何
忙
ょ
つ
て
異
る
-̂
'

.

の
，で
は
あ
る
が
、
兎
に
角
、
充
分
な
る
成
果
と
考
へ 

る
人
は
賢
る
ま
い
.

「

多
：少」

が

「

相

當」

な

成

羅

位.の

處

で

あ.ら
ぅ
。
' 

そ
の
主
原
因
铽
何
處
に
あ
る
か
、
そ
れ
は
自
治
領
に
對
す
る
英 

本
國
の
.
支
配
が
、
.
漸
次
に
.
弱
ま
つ
て
行
き
つ
\

あ
る
こ
と
で
あ
る
。_
今
、
帝
國
內
諸
國
の
全
輸
入
に
於
い
て
プ
リ
テ
ン
の
A*
む
る
地
位 

を
^

さ
ん
.
に
-?
.

'
.

■
，

'

 

.

パ
：

ー
八
、七

五

;:
-

ー：九

0

〇

；

■ 

-
4
 

5

^

 -

 

-

.

'

オ
Y

ス
：ト
ラ
リ
：ヤ
' 

.七
1
1
1

:.
■

六
：

v

一
 

.

'

五
：二

：
.
.
三
九

 

三
：：

九

て■

.

.

一
一
：！'
—

ジ
1

ラ
’ン 
F

'

.

六
四
 ̂

じ
..

六
:-
*

.

.

.

六
：0

'

ra
A

.

:

:'

四
*

.

:
:

力

ぐ

、

.
ナ

.

V
、

/■
四

九

■ 

. 

: 

ニ

四

:
:

ニ

〇

：：

. 

一
 

ニ

.

 

ノ 

一
'
七

"

'
;

南

，
ナ

，
ジ.
リ
' 

力
"

'

'

:

八j

--

六

三

'
:
.
'
.

五
六
.

•

五

六'
:
:
:
:
’

.四

三.

v

•

:

印
：
：
，

‘
.

'

'

:

.

_

■

度

.

;
:

七

七
.

.

六
五
：
：

.：
：

六

五-'.
;
■

 

^

0
 

:.の

如

ん
.
.急

落

、
為
i

l

o

，反

對

に

ブ

，
？

ア

\

;

の

輸

出

ょ

り

み

る

：も
ノ

 

：1.
九
か1
七
年
八
年
に
於
い
て
は
、
全
輸
出
中
、
英
带
國
內
^
 

_

自
■

擊

終
_

 

: 

.

 

5

ガ

i

ニ
九

)



,

_

自
|

義
の

|

 

■ 

一
 

6

六
 

'

C

1I

0)

へ：： ©

輸
出
は
夫
々
'
四
.
六
，气
.
.四
七
洛
あ
っ
た
の
が
、
-

^

ー：九
年
の
-#

思

恐

慌

に

，ょ
っ
，
て
、
：
！
：

1

九

年

，
に

は

四

四

气

」

1

5

年

に

.は

四 

J
l

s

fc
.低
落
し
た
。
こ
れ
等
の
«

妨
プ
リ
テ
ン
を
し
て
帝
國
#

議

開

催

.の

必

要

を

感

ぜ

し

め

た

所

以

で

あ
り
、
同
時
に
充
分
な
る
戎
果 

を
收
，め

得

ない
原
因
で
も
あ
る
0

殊
に
太
戰
後
、
世
界
市
場
に
於
け
る
ブ
リ
ケ
ン
：の
覇
權
が
失
は
れ
そ
の
反
面
と
し
て
帝
國
市
場
の
重 

_

要
性
が
增
加
し
た
の
で
あ
る
0

然

：る

に

一

九

三

〇

年

.
の
會
_

は

全

く

無

成

艰

に

終

っ

た

に

對

し

、

本
年
の
.
は

何

故

多

少

乍

ら

も

效

粜

を 

收

め

得

た

か,0
そ
の
ー
原
因
と
し
ハ
て
、

前

间

に

於

い

て

は

ブ

リ

テ

ン

；が

全

く

武

器

を

有

し

な

か

つ

た

の
に
、
今

间

は武
器
を
有
し
て
ゐ 

た

。

即

ち.一

九

三

〇

年

に

在

つ

て

は

、
相

互

的

，讓

步

を

な

す

に

必

.要
な
關
稅
制
度
へ
、
ブ
リ
テ
ン
が
充
分
移
行
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
然 

る
に
一
九
三
一
年
の
ブ
リ
テ
ン
金
融
恐
慌
及
擧
國
内
閣
の
成
立
は
、：

こ
の
移
行
を
充
分
忆
行
は
し
.め
た
。

一
九
三

一

一

年

ニ

月

の

輸

入

税 

:

法
^

依

る

非

常

な

.る

關

税

制

度

は

一
九
三
ニ
年
十
月
ま
で
に
ノ
自
治
領
及
印
度
に
對
す
る
充
分
な
る
除
外
例
へ
の
準
備
を
完
成
し
た
の
.

.
第
二
の
.原
因
は
金
融
恐
慌
に
.基
ぐ
ブ
リ
テ
'
シ
0

金
本
位
離
脫
.が
自
治
領
.
へ.
の
：支 

し
て
6

性
質
土
？
#

界
經
濟
恐
慌
'
の
：打

擊

を

最

赢

烈

：ヒ

受

望

と

と

，
で

老

，た

。

.

ノ

ぐ

^
パ

,

け
れ
ど
も
オ
ッ
タ
ワ
會

講

の意
義
は
か〜

.る

內

政

間

題

：
の

考
察
で
社

盡

て

考

へ

ら

^

な 

け
れ
ば
な
.ら
な
い
。
換

言

ずれ
.ば
.世
界
帝
國
主
.義

國

，ブ

ロ

ッ

■
ク

間

の

鬪

#

を

邀

礎

と

し

て

、

就

，中

、

ブ

リ

テ

.ン

带

國

主

義

對

ア
メ

リ

力 

帝

國

主

義

の

_

爭

.を

基

礎

と

し

て

"
進

ん

で

は

對

ソ

ヴ

，
エ

丨

>

同

盟

_

爭

の

..恶

礎

の

.
上

.
に
ゝ
.
考

察

さ

れ

な

.け

れ

：ば

な

ら̂

,

.

九
月
一
一
'
十
日
の
諸
新
聞
は
ス
.

ノ
.
■'
!
;

デ

ン

以

下

四

閣

僚

及

び

之

に

伴

ふ

人

，：々

が

'
.、
'，
オ

ッ

ク

：
ワ
，會

議

の

決

宛

を

以

て

、

自

FI
I

貿
易
主̂

1C 

■.反

ず

多
も
の
と「

し
て
徒

冠

せ̂
;

由

を

傅

べ

た

。こ
：れ

は

馘

述

の

如

く

、

入

開

當

時

に

於

ぃ

て

保

留

せ

る

權

能

の

行

使

^
.
ぁ

る
0

泡

に
オ 

>

ダ

ワ

會

議

は

：
、
、
冷

讓

、

：：：

オ

レ

シ

デ

、

.

小

麥

、
、
：
そ
0
:

他

數

種.

の
.

；
生

#

子

及

牛

葉

繽

及
粉
乳
•を
含
む)

肝
油
等
の
食
料
品
に
し
て
、
外
國
よ
り
輸
入
せ
ら
る
、
も
の
に
、

一
定
の
關

f

課
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
る
が
故
、 

防
に
食
料
品
關
f

避
く
べ
き
地
位
に
I

ス

く

デ

ン

等

が

、
之
に
甘
ん
ず
能
は
ざ
る
は
慕
で
I

が
、
0

よ
U

ワ

裏
 

の
み
が
原
因
'に
非
ず
じ
て
.、
擧
國
內
閣
成
立
以
來
の
保
護
主
義
傾
向
が
、
事
を
こ
、
に
到
ら
し

め
た

で
あ
ら
うo

他
面
、

マ
ッ
ク
首
相 

を

し

て「

篇

Q

分
裂
を
胳
し
て
も」

保

醫

義

を
f

攝

ら

し

め

た

る

情

勢

の

存

玄

こI

、
然
I

の

繁

内

閣

は

坪

®
す 

る
こ
と
な
く
、B

に
霞

f

補
充
し
得
た
る
こ
I

、
そ

れ

程

告

麈

最
 1

翥

社

會

的
i

力
と
な
れ
る
こ
き
、
f

し 

得
る
で
あ
ら
う
。

オ
ツ
タ
ワ
會
議
の
繁
產
領
及
植
民
地
は
續
々
關
税
の
引
上
げ
を
行
つ
た
。
十
月
十
四
日
マ
レ
1

聯
邦
は
一
割
乃
至
一
一
剪
の
弓
上 

げ
义
よ
新
亂
税
を
制
定
し
た
。
カ
ナ
ダ
も
十
三
日
よ
り
實
施
し
た
。
南
阿
聯
邦
亦
十
三
日
よ
り
、
同
樣
弓
上
げ
を
行
ひ
殊
に
^

布
d
 

二
割
、
人
絹
九
割
七
分
Q

f

•的
■

を
制
定
し
た
。
そ
し
て
十
八
日
下
院
に
於
い
て
息■

£

領
f

丨
マ
ス
は
才
ツ
タ
ワ
協
定
成
立
の 

結
果
、
こ
れ
と
兩
耷
せ
ざ
.る
に
至
.
つ
た
英
露
通
商
條
約
を
廢
棄
す
る
旨
聲
明
し
た
。
同
日
の
英
國
下
院
に
於
い
て
は
ネ
ヴ
ィ
ル
•
チ
エ 

ム
バ
ー
レ
ン
が
オ
ツ
タ
ワ
協
记
馊
施
に
關
す
る
法
案
を
提
出
し
て
說
明
し
た
る

後
、
勞
働
黨
院
內
總
理
一
ソ
ン
ズ
ベ
リ
ー
は
オ
ツ
タ
ワ
惊 

定
を
攻
擊
し
て「

オ
ツ
タ
ワ
協
定
は
英
带
國
麗
の
た
め
に
何
物
を
も
寄
與
し
な
い」

：

:1

一
一
ロ
ひ
、

.

最
近
ハ
協
力
？
閣
の
，

撒
.せる 

自
皇
の
サ
ミ
ユ

H

ル
は
.單
な
.
る
英
帝
國
の
協
力
よ
り
も
、‘
.
國
際
的
樊
の
重
大
性
を
カ
說A

「

，
オ

ツ

タ

：
ワ

協

.宛
の
結
果
' 

英
國
は
3C 

带
國
以
•外
の
諸
國
か
ら
の
友
情
を
失
ふ
で
あ
ら
う」

と
、
そ
し
て「

自

嶽

が

今

獲

權

美
I

に
於
い
て
•
は
、
五
ケ
年
間
S

の 

訂
協
定
を
*
！ハ
ケ
月Q

豫
带
で
廢
止
す
る
こ
と
に
修
犯
す
る
か
又
は
協
定
を
廢
棄
す
る
手
段
に
出
づ
る
で
あ
ら
う」

と

述

へ

た
介
レ
'
 

日 

農
が
政
權
を
握
I

」

が
來
る
と
い
ふ
様
■

を
、
见
し
て
想
像
し
得
る
で
I

う
か
。
恐
ら
く
才
ツ
タ
ワ
協
定
は
そ
の
全
期
間
介 

在
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
十
八
ロ 

n
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ニ

發
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(

朝
晶
聞
に
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る
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該
協
定
运
す
る
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生
新
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*
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•

何
等
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す
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と
こ
ろ
な
く
、
.該
協
定Q

.

批
准
を
餘
ぐ
べ
I

と
を
.要
望
し
て
ゐ

る

模

様

で

參 

一
 

{S
J

1
A

四

票

を.以
て
、
該
協
觉
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を

報

じ

てゐ
る9

.

.

.

:

か
く
て
沒
落
せ
る
自
_

貿
易
,

が
、
#

び
そ
の
昔
日
の
勢
威
を
囘
復
ず
る
の
.
日
が
訪
れ
る
で
あ
ら
ぅ
か
、
否
、
:
何

等

か

，
の

勢

力

を

英

■

國

に

有

才.る
の
：日

が

來

る

で

あ

ら

.ぅ
か
。
こ
.，
の
，
問

題

は
' #

界
關
观
障
壁
-0

問
題
と
關
聯
す
る
0

そ
し
て
更
に「

組

織

化

さ

れ

た

る

世

界

資

の

問

題

に

關

聯

す

る

が

そ

こ

ま

：で
_深
く
論
じ
贪
い
で
も
筆
者
被「

否」

.と
答
へ
る
。
世
界
市
場
に
於
け
る
馨
が
M
く
&
.

々
、
高
肩
關
税
障
壁
の
低
下
鐘
み
難
く
、
：從
.
つ
て
囊
自
由
主
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論
も
同
じ
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も
の
と
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る
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で
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